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若林氷室
tel.0749-38-4133

純氷に魅せられて

丸氷

純氷

不純物を全く含まず、結晶が大きく
均一で、硬く溶けにくく無味無臭の
ため、飲み物や食材の本来のうまみ
を引き出すことができます。
（結氷速度 平均3mm/時）

307

彦根

八日市

多賀大社

西明寺
湖東三山ＩＣ

若林氷室

西明寺より１km
湖東三山ＩＣより５分

おいしい繁盛店には
いい氷がある

氷の
豆知識

商品ラインナップ

製氷機氷

結晶が細かく、空気や不純物を含ん
で白っぽい上に早く溶けるので、飲
み物が水っぽくなります。
（結氷速度 平均50mm/時）

電動かき氷機レンタル
（氷・糖蜜等同時購入の場合）

かち割（純氷） 

氷柱

板氷

　
今
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
主

役
は
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
生
活
文
化
産
業
）だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。２
０
１
５
年
の
訪
日
消
費

額
は
３
・５
兆
円
。そ
の
内
飲
食
費
は
６
４

２
０
億
円
を
占
め
て
い
る
。２
０
２
０
年
に

は
訪
日
消
費
額
７
兆
円
、飲
食
費
２
兆
円
と

予
想
さ
れ
、日
本
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
６
月
22
日
、当
所
議
員
総
会
に
お
い
て
、

『
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
＆
美
食
都
市
に
よ
る

地
方
創
生
』と
題
し
尾
家
建
生（
お
い
え
た
て

お
）氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。尾
家
氏
は
、大
阪

府
立
大
学 

観
光
産
業
戦
略
研
究
所
・日
本

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
代
表
で
あ

る
。観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
論
、フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
、他
大
学
教
員･

大

学
院
生
、都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、観
光
振

興
関
係
者
な
ど
と
共
同
研
究
を
し
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク・

シ
テ
ィ
）」を
目
指
す
の
か
？

　
２
０
１
４
年
度
の「
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
」

の
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、彦
根
市
都
市
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
の
魅
力
と
し
て
、歴
史
遺

産
、伝
統
文
化
、自
然
そ
し
て「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」 が
挙
げ
ら
れ
た（
大
都
市
圏
調
査
）。

「
旅
の
魅
力
」と
し
て
、本
来
上
位
に
来
る
べ

き「
食
」「
宿
」「
土
産
物
」な
ど
の
評
価
が
低

か
っ
た
。こ
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
強
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、来
訪
者
増
加
に

最
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る「
食
」の
魅
力
向

上
は
早
急
に
目
指
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ま
た
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策

と
し
て
、経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
今
月
は
、尾
家
氏
の
講
演
と
、い
く
つ
か

の
論
文
を
参
考
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、美
食
都
市
と
は
ど
の
よ

う
な
都
市
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。最

後
に「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

推
進
構
想
」に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　　　
現
在
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
活
況
は

２
０
０
３
年
、小
泉
元
首
相
の「
観
光
立
国
」

に
始
ま
る
。こ
の
時
期
、２
０
１
０
年
ま
で

の
間
に
外
国
人
観
光
客
の「
質
」に
変
化
が

あ
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
・中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
発
化
。

外
国
人
観
光
客
国
籍
の
マ
ル
チ
化
、個
人
旅

行
の
増
加
、観
光
体
験
の
多
様
化
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
、LC

C

拡
大
・ビ
ザ
緩
和
・円

安
の
安
定
化
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
が
、原
油
の
安
値
安
定
やSN

S

で
情
報

が
個
人
に
行
き
渡
り
始
め
た
と
い
う
背
景

が
あ
る
。

　
２
０
１
０
年
代
は
量
の
転
換
で
あ
る
。

　
量
が
10
年
前
の
３
〜
４
倍
に
増
え
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
経
済
効
果
が
拡
大

し
、東
京
や
大
阪
な
ど
で
は
宿
泊
施
設
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
を

は
じ
め
と
す
る
主
だ
っ
た
港
に
は
、中
国
か

ら
２
０
０
０
人
、３
０
０
０
人
を
乗
せ
た
ク

ル
ー
ズ
船
が
到
着
す
る
よ
う
に
な
り
、定
期

便
の
増
加
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
地
方
空
港

に
飛
び
始
め
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、２
０
２
０
年
代

は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
。「
質
」の
変
化
、「
量
」の
変
化
が
終
り
、

「
構
造
」の
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

　
ひ
と
つ
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と
地
方

へ
の
展
開
で
あ
る
。非
常
に
広
域
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
、２
０
２
０
年
代
に
は
従

来
と
は
違
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な「
質
」、「
量
」、「
構
造
」の
変

動
を
前
提
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、「
食
」

を
目
的
に
し
た
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　　　
比
較
的
早
く
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
研

究
し
て
い
た
の
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
政
府

観
光
局
だ
。「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

ロ
ー
カ
ル
、宗
教
的
あ
る
い
は
国
の
料
理
、

遺
産
、文
化
、伝
統
的
あ
る
い
は
調
理
技
術

を
反
映
す
る
食
べ
物
と
飲
み
物
を
、人
が

学
び
、称
賛
し
、消
費
す
る
観
光
体
験
で
あ

る
。」（
オ
ン
タ
リ
オ
州
政
府
観
光
局
・2005

）と
定
義

し
て
い
る
。

　

H
all and Sharples

は「
フ
ー
ド
ツ
ー
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リ
ズ
ム
は
余
暇
あ
る
い
は
娯
楽
の
目
的
で

の
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
地
域
へ
の
体
験

旅
行
で
あ
る
。そ
れ
に
は
食
の
第
一
次（
農

業
・漁
業
）、二
次（
食
品
加
工
）の
生
産
者

へ
の
訪
問
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、フ
ー
ド
フ
ェ
ア
ー
、イ
ベ
ン
ト
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、料
理
シ
ョ
ー

と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、高
品
質
な
食

品
の
試
食
あ
る
い
は
食
に
関
係
し
た
何
ら

か
の
観
光
活
動
を
含
む
」（Hall and 

Sharples

・2003

）と
定
義
し
て
い
る
。簡
単
に

言
え
ば
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
食
を
目
的

と
し
た
観
光
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
美
食
都
市
」は
、英
語
で
は「
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」で
あ
る
。

　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
語
源
は
古
代
ギ
リ

シ
ア
に
さ
か
の
ぼ
り
、 「
ガ
ス
ト
」は「
胃

袋
」の
こ
と
、「
ノ
ミ
ー
」は「…

法
則
」「…

学
」を
意
味
す
る
。し
た
が
っ
て
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
は「
美
味
学
」「
美
食
法
」「
美
食
術
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
で
あ
り
料
理
人
で
あ

る
ア
ル
ケ
ス
ト
ラ
ト
ス
に
よ
り
詩
篇『
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
』で
謳
わ
れ
、近
代
に
復
活

し
、現
代
に
至
っ
て
成
熟
す
る
。

　
１
８
２
６
年
、フ
ラ
ン
ス
人
の
ブ
リ
ア
・

サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
出
版 

し
た「
味
覚
の
生
理

学
」(

邦
題「
美
味
礼
讃
」)

に
よ
っ
て
ガ 

ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
ひ
と
つ
の
学
問
体
系
と
し

て
提
唱
さ
れ
た
。サ
ヴ
ァ
ラ
ン
は
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
と
は
人
間
に
関
わ
る
整
理
さ
れ

た
知
識
体
系
で
あ
り
、食
物
に
関
わ
る
人
た

ち
の
一
定
の
原
理
で
あ
り
、食
に
関
わ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
の
原
動
力
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
現
代
に
お
け
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
一

般
的
な
定
義
は
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
の

「
い
か
に
食
材
を
選
択
し
、料
理
し
、給
仕 

し
、美
味
な
食
を
楽
し
む
か
の
術
を
指
し
て

い
う
」が
簡
明
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
定

義
は
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
描
こ
う
と
し
た
壮
大

な
意
図
は
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得 

な
い
。そ
し
て
、現
代
の「
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
」は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
時
代

よ
り
更
に
、多
様
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　
ひ
と
つ
は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
求

め
た
学
問
と
し
て
の「
美
味
学
」で
あ
る
。

　
次
に
、シ
ェ
フ
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
で
あ

る
。食
材
の
選
択
・料
理
技
術
・ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
、い
わ
ゆ

る「
美
食
術
」で
あ
る
。

　
そ
し
て
、「
地
域
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」が

現
代
に
は
生
ま
れ
て
い
る
。「
美
味
し
い
も

の
を
求
め
る
」と
い
う
マ
イ
ン
ド
だ
。

　
郷
土
料
理
は
、そ
こ
に
住
む
人
々
が
、自

分
た
ち
の
作
っ
た
農
産
物
、或
い
は
海
産
物

を
加
工
し
、い
か
に
美
味
し
く
食
べ
る
か
を

追
求
し
た
結
果
で
あ
る
故
、ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　　
首
都
圏
、愛
知
県
、大
阪
府
で
の
最
近
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
査
結
果
は
、「
食
べ
歩
き

が
趣
味
」の
人
が
19
％
、「
食
べ
歩
き
が
好
き

な
方
」が
51
％
、70
％
の
人
が
旅
行
先
で
は

食
に
最
も
関
心
が
あ
る
。

　
年
齢
別
の
調
査
で
は
、非
常
に
食
べ
歩
き

が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、女
性
の
場
合
20
歳

か
ら
30
歳
代
の
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。

　
次
に
、外
国
人
観
光
客
が
日
本
食
に
ど
の

程
度
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
。平
成
26
年

の
観
光
庁
の「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」に
よ
る
と
、「
訪
日
前
に
期
待
し
て
い
た

こ
と
」は
複
数
回
答
の
場
合
、１
位
が
日
本

食
を
食
べ
る
こ
と
76
・２
％
。単
一
回
答
で

も
１
位
は
や
は
り
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

で
34
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
建
造
物
や
美
し
い
自
然
を
み

る
だ
け
で
は
な
く
、食
べ
る
、味
覚
と
い
う

も
の
が
観
光
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
え
る
。

　
「
食
と
観
光
の
関
係
に
お
い
て
、飲
食
は

本
来
、観
光
施
設
と
し
て
観
光
地
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。宿
泊
施
設
と
同
様
、観

光
地
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら

か
の
飲
食
店
が
あ
り
、旅
行
者
に
食
べ
物
飲

み
物
を
提
供
し
て
い
る
。飲
食
施
設
は
観
光

地
形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
の
食

と
観
光
の
関
係
は
、駐
車
場
や
ト
イ
レ
と
同

じ
よ
う
に
、単
な
る
観
光
施
設
と
い
う
こ
と

に
な
る
。フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、

食
は
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
を
摂
取
す
る
こ

と
、食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
行
者
に
と
っ
て

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、旅
行
者
の

観
光
体
験
と
な
る
こ
と
が
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
や
食

文
化
は
観
光
動
機
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」

（
大
阪
観
光
大
学
観
光
学
研
究
所
報『
観
光
＆
ツ
ー
リ
ズ

ム
』第
15
号
・「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察
」

尾
家
建
生
）。

　　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店（
ま
た

は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、伝
統
料
理

や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体
験
で
き
る
飲

食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
し

て
飲
食
の
楽
し
み
を
生
産
者
・料
理
人
と

と
も
に
体
験
で
き
る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で

あ
る
。か
つ
、そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
都
市
を
い
う
」 。

　
い
わ
ゆ
る
産
地
、或
い
は
市
場
、直
売
所

が
あ
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
、食
べ
歩
き
が
で
き

る
ま
ち
、地
区
が
あ
る
。フ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
る
。こ
の
３
つ
が
美
食
都

市
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
資
源
と
い
う
と
解
り
に
く
い

が
、食
文
化
の
資
源
を
ベ
ー
ス
に
美
食
都

市
創
造
が
可
能
と
な
り
、そ
の
情
報
発
信

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
近
年
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文

化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
に
な
っ
て
き
て

い
る
。美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
資
源
を
観
光
活
性
化
に
利
用

す
る
こ
と
な
の
だ
。

　

EU

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２
０
２
０
都
市
戦

略「U
RBAC

T   ―

美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、２
０
１
２
年 「
ス
ペ
イ
ン
の
美
食

首
都
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、２
０
１
３
年 「
フ

ラ
ン
ス
の
美
食
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

IG
C
AT

（Institute of G
astronom

y,Culture,A
rt and 

Tourism

）「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、文
化
、ア
ー
ト

＆
観
光
」（
欧
州
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
地
域

2016

）、２
０
０
４
年 

ユ
ネ
ス
コ
の
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

（
食
文
化
）な
ど
、世
界
の
諸
都
市
は
今
、観

光
戦
略
的
に 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ

テ
ィ（
美
食
都
市
）を
目
指
し
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の「
美
食
首
都
」は
観
光
促
進

と
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
て
、国
内
の
都

市
の
中
か
ら
選
定
し
世
界
へ
向
け
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
る（
選

定
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
界
団
体
と
旅
行

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
）。　

　
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
の
政
策
と
し

て
、リ
ヨ
ン
市（
人
口
49
万
人
）、パ
リ
＆
ラ

ン
ジ
ス
市（
２
２
５
万
人
）、デ
ィ
ジ
ョ
ン

市（
15
万
人
）、ト
ゥ
ー
ル
市（
13
万
人
）の

４
都
市
を「
美
食
都
市
」と
し
て
選
定
し
、

食
遺
産
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
観
光

客
・料
理
学
校
生
徒
・シ
ェ
フ
の
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
い
る
。

　

EU

が
展
開
す
る「
美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、ス
ペ
イ
ン
・ブ
ル
ゴ
ス
市（
18
万

人
）、イ
タ
リ
ア
・フ
ェ
ル
モ
市（
３・７
万

人
）、ル
ー
マ
ニ
ア
・ア
ル
バ
ユ
リ
ア（
６・７

万
人
）、ギ
リ
シ
ャ
・コ
リ
ダ
ロ
ス（
６・
７
万

人
）、ス
ペ
イ
ン
・ロ
ス
ピ
タ
レ
ェ
ト（
25
万

人
）の
５
都
市
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、大
都
市
よ
り
も

中
小
規
模
都
市
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
伝
統
的
な
第

１
次
産
業
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、創
造
性

を
持
っ
た
生
産
と
料
理
方
法
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
）を
地
域
政
策
の
柱
と

し
て
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　
美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
地
域
が
持

つ
農
産
物
・水
産
物
資
源
を
観
光
活
性
化

に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、地
域
住
民
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
中
に
食
の
愉
し
み
を
取
り

入
れ
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
先
進
地
事
例
と
し
て
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
は
、鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市

推
進
協
議
会『
食
の
理
想
郷
へ
』で
あ
る
。

　
山
形
の
鶴
岡
市
を
取
り
巻
く
庄
内
平
野

に
は
60
種
類
の
伝
統
野
菜（
在
来
作
物
）が

現
存
す
る
。こ
れ
は
山
形
大
学
が「
庄
内
在

来
作
物
研
究
会
」を
発
足
し
、生
産
者
と
の

間
で
品
種
の
存
続
に
努
め
て
き
た
結
果
で

あ
る
。こ
こ
に
東
京
か
ら
地
元
鶴
岡
に
戻
っ

た
料
理
人
の
奥
田
政
行
氏
が
、市
内
の
ホ
テ

ル
の
料
理
長
を
勤
め
た
後
、２
０
０
０
年
に

鶴
岡
市
内
で
イ
タ
リ
ア
ン
・レ
ス
ト
ラ
ン

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」を
開
業
、食
材
に

庄
内
産
の
米
・野
菜
・山
菜
・魚
介
類
を
使

用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
を
開
発
し
た
。　
奥

田
シ
ェ
フ
は
食
材
の
生
産
現
場
へ
出
向
き
、

「
生
産
者
の
会
」（
約
60
人
）を
組
織
。さ
ら
に

生
産
者
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
仕

組
み
を
創
り
上
げ
、適
正
価
格
で
の
販
売
支

援
や
研
修
旅
行
・研
修
会
な
ど
を
行
っ
た
。

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」は
美
食
の
追
求

の
み
で
な
く
、地
域
の
伝
統
的
な
産
物
を
生

き
返
ら
せ
顧
客
に
提
供
す
る
、循
環
的
経
済

シ
ス
テ
ム
の
創
造
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。さ
ら
に
国
際
的
な
テ
イ
ス
ト
を

持
っ
た
イ
タ
リ
ア
料
理
で
の
表
現
と
重
な

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
来
訪
者
を
呼
び

込
み
、地
域
住
民
の
誇
り
づ
く
り
に
も
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
の
流
れ
を
重
視
し
た
鶴
岡
市
は
２
０

１
２
年「
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
、地
域
食
文
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
文
化
庁
モ
デ
ル
事
業
採
択
）を
推
進

し
、数
々
の
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。さ

ら
に
２
０
１
５
年
に
は「
ミ
ラ
ノ
万
博
」へ

の
出
展
、パ
リ
で
精
進
料
理
紹
介
な
ど
国
際

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、ユ
ネ
ス
コ「
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
食
文
化
部
門
へ

加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。大
学
の
研
究
者
、生

産
者
、料
理
人
、経
済
界
な
ど
の
産
官
学
協

働
で
の
美
食
都
市
づ
く
り
が
進
行
し
て
お

り
、観
光
振
興
に
も
結
果
が
現
れ
て
い
る
例

で
あ
る
。ち
な
み
に
庄
内
地
域
の
人
口
は

27
・８
万
人
で
あ
る
。

　
庄
内
鶴
岡
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
が
提
唱

す
る「
食
に
よ
り
地
方
を
元
気
に
！
」の
実

践
は
全
国
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
し
い
潮

流
が
現
れ
て
い
る
。

● 

日
本
酒
蔵
元
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
、製

造
現
場
見
学
と
試
飲
、さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
。

● 

ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
を
訪
ね
、噂
の
美
食
や
郷
土
料
理
を
楽

し
む
ツ
ア
ー
。

● 「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ー
ド
イ
ベ
ン

ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
へ
の
参
加
。

● 

ま
ち
歩
き
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ

の
途
中
で
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
巡
り
ツ
ア
ー
。

● 

ネ
ッ
ト
検
索
や
雑
誌
の
紹
介
さ
れ
た
情

報
で
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
訪
れ
る
旅
。

● 

地
産
地
消
や
有
機
栽
培
の
食
材
を
使
っ

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
園
カ
フ
ェ
巡
り
。

　
い
ず
れ
も
食
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、そ

の
土
地
の
食
文
化
遺
産
を
自
然
、歴
史
伝

統
、文
化
遺
産
と
組
み
合
わ
せ
て
体
験
す
る

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
り
、今
後
拡
大
の

方
向
へ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　
地
方
創
生
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
関
係

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
新
し
い
文
化
と
創

造
の
産
業
の
源
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
知
識
、伝
統
、記
憶
、

イ
メ
ー
ジ
の
集
積
で
あ
り
、観
光
体
験
を
生

み
出
す
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
生
産
者
、料
理
人
、

事
業
者
、メ
デ
ィ
ア
、市
民
と
訪
問
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
農
業
経
済
を
多
様

化
し
、雇
用
を
創
造
し
、地
域
の
魅
力
を
増

し
、文
化
遺
産
を
支
援
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
帰
属
意
識（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）を

高
め
、観
光
シ
ー
ズ
ン
を
延
ば
し
、農
業
生

産
や
地
元
産
品
の
生
産
を
活
性
化
す
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
都
市
開
発
の
エ
ン

ジ
ン
と
な
る
こ
と
が
で
き
、ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
わ
が
国
に
と
っ
て

重
要
な
産
業
と
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
内
閣
官
房
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
分

科
会
は
２
０
１
６
年
３
月
、『
日
本
版 

ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー 

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
構
想
案
』の

中
で「
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
と
、成
長
す
る
世
界
の
国
際

観
光
市
場
の
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
、新
た
な
ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
政
策
と
し
て
、食
を
通
じ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
振
興
・地
方
創
生・農
林
水
産
業

振
興
・外
食
産
業
活
性
化
等
を
総
合
的
に

促
進
す
る
た
め
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
立
国

総
合
戦
略
を
構
築
し
、関
連
政
策
を
総
動
員

し
、活
気
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
期
待
」す
る
と
記
し
て
い
る
。

　
「
欧
州
連
合 

宣
言
２
０
１
４
」に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
は「
健
康
的
生
活
と
食
を

通
じ
た
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
知

識
、体
験
、芸
術
、ク
ラ
フ
ト
を
統
合
し
た

概
念
で
あ
る
」と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文
化
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
知
る
た
め
の
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
要
素
で
あ
る
と
共
に
、観
光
の
新
し

い
ト
レ
ン
ド
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
美
食
都
市
、或
い
は
グ
ル
メ
都
市
は
、旅

行
者
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
魅
力
を
持
っ
て

い
る
。観
光
客
が
訪
問
地
を
選
定
す
る
要

素
に「
食
の
魅
力
」が
占
め
る
割
合
は
大
き

い
。ま
た
観
光
目
的
地
で
の
食
体
験
が
旅

行
者
の
満
足
度
に
大
き
な
比
重
を
占
め
、

旅
行
消
費
額
で
の
比
重
も
高
い
。「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、観
光
戦
略
の
有
力
な
コ

ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
資
源
か
ら
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
創
造
す
る
こ
と
が
、近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
未
来
を
拓
く
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
エ
リ
ア

と
考
え
る
湖
北
・湖
東
地
域
は
27
・７
万
人

（
米
原
市
３・９
万
人
、彦
根
市
11・３
万
人
、

多
賀
町
０・７
万
人
、豊
郷
町
０・８
万
人
、甲

良
町
０・７
万
人
、愛
荘
町
２・１
万
人
、近
江

八
幡
８・２
万
人
）で
あ
り
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
す
る
に
は
最
適
の
規
模
で
あ
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、近
江
地
域
は
観
光
的
付

加
価
値（
特
に
歴
史
遺
産
）が
豊
富
で
あ
り
、

味
覚
的
付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
大

き
な
来
訪
者
増
加
に
繋
が
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。

　
現
状
は
、地
場
産
業
の
も
の
づ
く
り
の

伸
び
悩
み
、人
口
減
へ
の
不
安
、市
街
地
商

店
街
の
衰
退
が
表
面
化
し
て
い
る
。当
然

地
域G

D
P

も
横
ば
い
状
態
が
続
く
と
感

じ
て
い
る
事
業
所
が
多
く
、投
資
に
対
し

て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
独
特
の
郷
土
料
理
も
食
材
生

産
の
変
化
に
よ
り
少
な
く
、食
に
よ
る
観

光
誘
致
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
弱
い
状
況
で
あ

る
。さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
催

事
衰
退
に
よ
り
、食
文
化
継
承
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
料
亭
・仕
出
し
屋
も

以
前
に
較
べ
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、今
後
展
開
す
る
美
食

文
化
創
造
は
、か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化

の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
再
生
と
地
域
の
伝

統
文
化
に
合
う
新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
な
る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
在
来
作
物
を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の

水
産
物
を
加
え
た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料

理
と
特
産
品
を
展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー

に
も
応
え
ら
れ
る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認

識
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、近
江
地
域
全
体
で
捉
え
る
も
の

と
、各
市
町
独
自
で
開
発
す
る
も
の
と
の

両
方
が
必
要
で
あ
る
。ブ
ル
ゴ
ス
市（
ス
ペ

イ
ン
）や
庄
内
地
域（
山
形
県
）の
事
例
で

判
る
よ
う
に
、都
市
政
策
と
し
て
位
置
付

け
た
上
で
産
官
学
協
働
で
取
り
組
め
ば
、

地
域
連
携
に
よ
る
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

新
た
な
モ
デ
ル
が
確
立
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付
加

価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ

る
。土
地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、旅

情
、人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、農

水
産
物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一
体
化

が
、新
し
い
観
光
体
験
と
な
る
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は「
美

味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
美
味

は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資
源
と
な
り
う

る
最
小
限
度
必
要
な
条
件
で
あ
る
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、食

文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、器
な

ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う
る
。美
味

し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は
来
な

い
！
「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客

力
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生

の
実
現
を
目
指
す
。

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
変
動

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

▶ 美食都市として注目を集めるスペインバスク地方 サン・セバスチャン。写真は旧市街
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今
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
主

役
は
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
生
活
文
化
産
業
）だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。２
０
１
５
年
の
訪
日
消
費

額
は
３
・５
兆
円
。そ
の
内
飲
食
費
は
６
４

２
０
億
円
を
占
め
て
い
る
。２
０
２
０
年
に

は
訪
日
消
費
額
７
兆
円
、飲
食
費
２
兆
円
と

予
想
さ
れ
、日
本
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
６
月
22
日
、当
所
議
員
総
会
に
お
い
て
、

『
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
＆
美
食
都
市
に
よ
る

地
方
創
生
』と
題
し
尾
家
建
生（
お
い
え
た
て

お
）氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。尾
家
氏
は
、大
阪

府
立
大
学 

観
光
産
業
戦
略
研
究
所
・日
本

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
代
表
で
あ

る
。観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
論
、フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
、他
大
学
教
員･

大

学
院
生
、都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、観
光
振

興
関
係
者
な
ど
と
共
同
研
究
を
し
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク・

シ
テ
ィ
）」を
目
指
す
の
か
？

　
２
０
１
４
年
度
の「
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
」

の
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、彦
根
市
都
市
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
の
魅
力
と
し
て
、歴
史
遺

産
、伝
統
文
化
、自
然
そ
し
て「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」 が
挙
げ
ら
れ
た（
大
都
市
圏
調
査
）。

「
旅
の
魅
力
」と
し
て
、本
来
上
位
に
来
る
べ

き「
食
」「
宿
」「
土
産
物
」な
ど
の
評
価
が
低

か
っ
た
。こ
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
強
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、来
訪
者
増
加
に

最
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る「
食
」の
魅
力
向

上
は
早
急
に
目
指
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ま
た
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策

と
し
て
、経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
今
月
は
、尾
家
氏
の
講
演
と
、い
く
つ
か

の
論
文
を
参
考
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、美
食
都
市
と
は
ど
の
よ

う
な
都
市
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。最

後
に「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

推
進
構
想
」に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　　　
現
在
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
活
況
は

２
０
０
３
年
、小
泉
元
首
相
の「
観
光
立
国
」

に
始
ま
る
。こ
の
時
期
、２
０
１
０
年
ま
で

の
間
に
外
国
人
観
光
客
の「
質
」に
変
化
が

あ
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
・中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
発
化
。

外
国
人
観
光
客
国
籍
の
マ
ル
チ
化
、個
人
旅

行
の
増
加
、観
光
体
験
の
多
様
化
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
、LC

C

拡
大
・ビ
ザ
緩
和
・円

安
の
安
定
化
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
が
、原
油
の
安
値
安
定
やSN

S

で
情
報

が
個
人
に
行
き
渡
り
始
め
た
と
い
う
背
景

が
あ
る
。

　
２
０
１
０
年
代
は
量
の
転
換
で
あ
る
。

　
量
が
10
年
前
の
３
〜
４
倍
に
増
え
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
経
済
効
果
が
拡
大

し
、東
京
や
大
阪
な
ど
で
は
宿
泊
施
設
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
を

は
じ
め
と
す
る
主
だ
っ
た
港
に
は
、中
国
か

ら
２
０
０
０
人
、３
０
０
０
人
を
乗
せ
た
ク

ル
ー
ズ
船
が
到
着
す
る
よ
う
に
な
り
、定
期

便
の
増
加
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
地
方
空
港

に
飛
び
始
め
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、２
０
２
０
年
代

は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
。「
質
」の
変
化
、「
量
」の
変
化
が
終
り
、

「
構
造
」の
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

　
ひ
と
つ
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と
地
方

へ
の
展
開
で
あ
る
。非
常
に
広
域
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
、２
０
２
０
年
代
に
は
従

来
と
は
違
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な「
質
」、「
量
」、「
構
造
」の
変

動
を
前
提
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、「
食
」

を
目
的
に
し
た
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　　　
比
較
的
早
く
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
研

究
し
て
い
た
の
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
政
府

観
光
局
だ
。「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

ロ
ー
カ
ル
、宗
教
的
あ
る
い
は
国
の
料
理
、

遺
産
、文
化
、伝
統
的
あ
る
い
は
調
理
技
術

を
反
映
す
る
食
べ
物
と
飲
み
物
を
、人
が

学
び
、称
賛
し
、消
費
す
る
観
光
体
験
で
あ

る
。」（
オ
ン
タ
リ
オ
州
政
府
観
光
局
・2005

）と
定
義

し
て
い
る
。

　

H
all and Sharples

は「
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
余
暇
あ
る
い
は
娯
楽
の
目
的
で

の
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
地
域
へ
の
体
験

旅
行
で
あ
る
。そ
れ
に
は
食
の
第
一
次（
農

業
・漁
業
）、二
次（
食
品
加
工
）の
生
産
者

へ
の
訪
問
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、フ
ー
ド
フ
ェ
ア
ー
、イ
ベ
ン
ト
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、料
理
シ
ョ
ー

と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、高
品
質
な
食

品
の
試
食
あ
る
い
は
食
に
関
係
し
た
何
ら

か
の
観
光
活
動
を
含
む
」（Hall and 

Sharples

・2003

）と
定
義
し
て
い
る
。簡
単
に

言
え
ば
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
食
を
目
的

と
し
た
観
光
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
美
食
都
市
」は
、英
語
で
は「
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」で
あ
る
。

　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
語
源
は
古
代
ギ
リ

シ
ア
に
さ
か
の
ぼ
り
、 「
ガ
ス
ト
」は「
胃

袋
」の
こ
と
、「
ノ
ミ
ー
」は「…

法
則
」「…

学
」を
意
味
す
る
。し
た
が
っ
て
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
は「
美
味
学
」「
美
食
法
」「
美
食
術
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
で
あ
り
料
理
人
で
あ

る
ア
ル
ケ
ス
ト
ラ
ト
ス
に
よ
り
詩
篇『
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
』で
謳
わ
れ
、近
代
に
復
活

し
、現
代
に
至
っ
て
成
熟
す
る
。

　
１
８
２
６
年
、フ
ラ
ン
ス
人
の
ブ
リ
ア
・

サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
出
版 

し
た「
味
覚
の
生
理

学
」(

邦
題「
美
味
礼
讃
」)

に
よ
っ
て
ガ 

ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
ひ
と
つ
の
学
問
体
系
と
し

て
提
唱
さ
れ
た
。サ
ヴ
ァ
ラ
ン
は
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
と
は
人
間
に
関
わ
る
整
理
さ
れ

た
知
識
体
系
で
あ
り
、食
物
に
関
わ
る
人
た

ち
の
一
定
の
原
理
で
あ
り
、食
に
関
わ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
の
原
動
力
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
現
代
に
お
け
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
一

般
的
な
定
義
は
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
の

「
い
か
に
食
材
を
選
択
し
、料
理
し
、給
仕 

し
、美
味
な
食
を
楽
し
む
か
の
術
を
指
し
て

い
う
」が
簡
明
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
定

義
は
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
描
こ
う
と
し
た
壮
大

な
意
図
は
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得 

な
い
。そ
し
て
、現
代
の「
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
」は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
時
代

よ
り
更
に
、多
様
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　
ひ
と
つ
は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
求

め
た
学
問
と
し
て
の「
美
味
学
」で
あ
る
。

　
次
に
、シ
ェ
フ
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
で
あ

る
。食
材
の
選
択
・料
理
技
術
・ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
、い
わ
ゆ

る「
美
食
術
」で
あ
る
。

　
そ
し
て
、「
地
域
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」が

現
代
に
は
生
ま
れ
て
い
る
。「
美
味
し
い
も

の
を
求
め
る
」と
い
う
マ
イ
ン
ド
だ
。

　
郷
土
料
理
は
、そ
こ
に
住
む
人
々
が
、自

分
た
ち
の
作
っ
た
農
産
物
、或
い
は
海
産
物

を
加
工
し
、い
か
に
美
味
し
く
食
べ
る
か
を

追
求
し
た
結
果
で
あ
る
故
、ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　　
首
都
圏
、愛
知
県
、大
阪
府
で
の
最
近
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
査
結
果
は
、「
食
べ
歩
き

が
趣
味
」の
人
が
19
％
、「
食
べ
歩
き
が
好
き

な
方
」が
51
％
、70
％
の
人
が
旅
行
先
で
は

食
に
最
も
関
心
が
あ
る
。

　
年
齢
別
の
調
査
で
は
、非
常
に
食
べ
歩
き

が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、女
性
の
場
合
20
歳

か
ら
30
歳
代
の
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。

　
次
に
、外
国
人
観
光
客
が
日
本
食
に
ど
の

程
度
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
。平
成
26
年

の
観
光
庁
の「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」に
よ
る
と
、「
訪
日
前
に
期
待
し
て
い
た

こ
と
」は
複
数
回
答
の
場
合
、１
位
が
日
本

食
を
食
べ
る
こ
と
76
・２
％
。単
一
回
答
で

も
１
位
は
や
は
り
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

で
34
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
建
造
物
や
美
し
い
自
然
を
み

る
だ
け
で
は
な
く
、食
べ
る
、味
覚
と
い
う

も
の
が
観
光
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
え
る
。

　
「
食
と
観
光
の
関
係
に
お
い
て
、飲
食
は

本
来
、観
光
施
設
と
し
て
観
光
地
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。宿
泊
施
設
と
同
様
、観

光
地
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら

か
の
飲
食
店
が
あ
り
、旅
行
者
に
食
べ
物
飲

み
物
を
提
供
し
て
い
る
。飲
食
施
設
は
観
光

地
形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
の
食

と
観
光
の
関
係
は
、駐
車
場
や
ト
イ
レ
と
同

じ
よ
う
に
、単
な
る
観
光
施
設
と
い
う
こ
と

に
な
る
。フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、

食
は
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
を
摂
取
す
る
こ

と
、食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
行
者
に
と
っ
て

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、旅
行
者
の

観
光
体
験
と
な
る
こ
と
が
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
や
食

文
化
は
観
光
動
機
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」

（
大
阪
観
光
大
学
観
光
学
研
究
所
報『
観
光
＆
ツ
ー
リ
ズ

ム
』第
15
号
・「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察
」

尾
家
建
生
）。

　　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店（
ま
た

は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、伝
統
料
理

や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体
験
で
き
る
飲

食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
し

て
飲
食
の
楽
し
み
を
生
産
者
・料
理
人
と

と
も
に
体
験
で
き
る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で

あ
る
。か
つ
、そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
都
市
を
い
う
」 。

　
い
わ
ゆ
る
産
地
、或
い
は
市
場
、直
売
所

が
あ
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
、食
べ
歩
き
が
で
き

る
ま
ち
、地
区
が
あ
る
。フ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
る
。こ
の
３
つ
が
美
食
都

市
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
資
源
と
い
う
と
解
り
に
く
い

が
、食
文
化
の
資
源
を
ベ
ー
ス
に
美
食
都

市
創
造
が
可
能
と
な
り
、そ
の
情
報
発
信

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
近
年
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文

化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
に
な
っ
て
き
て

い
る
。美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
資
源
を
観
光
活
性
化
に
利
用

す
る
こ
と
な
の
だ
。

　

EU

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２
０
２
０
都
市
戦

略「U
RBAC

T   ―

美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、２
０
１
２
年 「
ス
ペ
イ
ン
の
美
食

首
都
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、２
０
１
３
年 「
フ

ラ
ン
ス
の
美
食
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

IG
C
AT

（Institute of G
astronom

y,Culture,A
rt and 

Tourism

）「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、文
化
、ア
ー
ト

＆
観
光
」（
欧
州
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
地
域

2016

）、２
０
０
４
年 

ユ
ネ
ス
コ
の
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

（
食
文
化
）な
ど
、世
界
の
諸
都
市
は
今
、観

光
戦
略
的
に 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ

テ
ィ（
美
食
都
市
）を
目
指
し
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の「
美
食
首
都
」は
観
光
促
進

と
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
て
、国
内
の
都

市
の
中
か
ら
選
定
し
世
界
へ
向
け
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
る（
選

定
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
界
団
体
と
旅
行

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
）。　

　
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
の
政
策
と
し

て
、リ
ヨ
ン
市（
人
口
49
万
人
）、パ
リ
＆
ラ

ン
ジ
ス
市（
２
２
５
万
人
）、デ
ィ
ジ
ョ
ン

市（
15
万
人
）、ト
ゥ
ー
ル
市（
13
万
人
）の

４
都
市
を「
美
食
都
市
」と
し
て
選
定
し
、

食
遺
産
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
観
光

客
・料
理
学
校
生
徒
・シ
ェ
フ
の
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
い
る
。

　

EU

が
展
開
す
る「
美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、ス
ペ
イ
ン
・ブ
ル
ゴ
ス
市（
18
万

人
）、イ
タ
リ
ア
・フ
ェ
ル
モ
市（
３・７
万

人
）、ル
ー
マ
ニ
ア
・ア
ル
バ
ユ
リ
ア（
６・７

万
人
）、ギ
リ
シ
ャ
・コ
リ
ダ
ロ
ス（
６・
７
万

人
）、ス
ペ
イ
ン
・ロ
ス
ピ
タ
レ
ェ
ト（
25
万

人
）の
５
都
市
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、大
都
市
よ
り
も

中
小
規
模
都
市
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
伝
統
的
な
第

１
次
産
業
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、創
造
性

を
持
っ
た
生
産
と
料
理
方
法
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
）を
地
域
政
策
の
柱
と

し
て
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　
美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
地
域
が
持

つ
農
産
物
・水
産
物
資
源
を
観
光
活
性
化

に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、地
域
住
民
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
中
に
食
の
愉
し
み
を
取
り

入
れ
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
先
進
地
事
例
と
し
て
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
は
、鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市

推
進
協
議
会『
食
の
理
想
郷
へ
』で
あ
る
。

　
山
形
の
鶴
岡
市
を
取
り
巻
く
庄
内
平
野

に
は
60
種
類
の
伝
統
野
菜（
在
来
作
物
）が

現
存
す
る
。こ
れ
は
山
形
大
学
が「
庄
内
在

来
作
物
研
究
会
」を
発
足
し
、生
産
者
と
の

間
で
品
種
の
存
続
に
努
め
て
き
た
結
果
で

インバウンドにおける日本食への需要
観光庁「H26. 訪日外国人消費動向調査」 （n=6,600） 

■外国人観光客が「訪日前に期待していたこと」（複数回答）

1位・・・日本食を食べること 76.2％
2位・・・ショッピング      56.6％
3位・・・自然・景勝地観光  46.8％
■外国人観光客が「訪日前に最も期待していたこと」（単一回答）

1位・・・日本食を食べること 34.4％
2位・・・ショッピング      14.1％
3位・・・自然・景勝地観光  13.1％ 

あ
る
。こ
こ
に
東
京
か
ら
地
元
鶴
岡
に
戻
っ

た
料
理
人
の
奥
田
政
行
氏
が
、市
内
の
ホ
テ

ル
の
料
理
長
を
勤
め
た
後
、２
０
０
０
年
に

鶴
岡
市
内
で
イ
タ
リ
ア
ン
・レ
ス
ト
ラ
ン

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」を
開
業
、食
材
に

庄
内
産
の
米
・野
菜
・山
菜
・魚
介
類
を
使

用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
を
開
発
し
た
。　
奥

田
シ
ェ
フ
は
食
材
の
生
産
現
場
へ
出
向
き
、

「
生
産
者
の
会
」（
約
60
人
）を
組
織
。さ
ら
に

生
産
者
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
仕

組
み
を
創
り
上
げ
、適
正
価
格
で
の
販
売
支

援
や
研
修
旅
行
・研
修
会
な
ど
を
行
っ
た
。

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」は
美
食
の
追
求

の
み
で
な
く
、地
域
の
伝
統
的
な
産
物
を
生

き
返
ら
せ
顧
客
に
提
供
す
る
、循
環
的
経
済

シ
ス
テ
ム
の
創
造
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。さ
ら
に
国
際
的
な
テ
イ
ス
ト
を

持
っ
た
イ
タ
リ
ア
料
理
で
の
表
現
と
重
な

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
来
訪
者
を
呼
び

込
み
、地
域
住
民
の
誇
り
づ
く
り
に
も
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
の
流
れ
を
重
視
し
た
鶴
岡
市
は
２
０

１
２
年「
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
、地
域
食
文
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
文
化
庁
モ
デ
ル
事
業
採
択
）を
推
進

し
、数
々
の
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。さ

ら
に
２
０
１
５
年
に
は「
ミ
ラ
ノ
万
博
」へ

の
出
展
、パ
リ
で
精
進
料
理
紹
介
な
ど
国
際

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、ユ
ネ
ス
コ「
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
食
文
化
部
門
へ

加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。大
学
の
研
究
者
、生

産
者
、料
理
人
、経
済
界
な
ど
の
産
官
学
協

働
で
の
美
食
都
市
づ
く
り
が
進
行
し
て
お

り
、観
光
振
興
に
も
結
果
が
現
れ
て
い
る
例

で
あ
る
。ち
な
み
に
庄
内
地
域
の
人
口
は

27
・８
万
人
で
あ
る
。

　
庄
内
鶴
岡
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
が
提
唱

す
る「
食
に
よ
り
地
方
を
元
気
に
！
」の
実

践
は
全
国
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
し
い
潮

流
が
現
れ
て
い
る
。

● 

日
本
酒
蔵
元
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
、製

造
現
場
見
学
と
試
飲
、さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
。

● 

ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
を
訪
ね
、噂
の
美
食
や
郷
土
料
理
を
楽

し
む
ツ
ア
ー
。

● 「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ー
ド
イ
ベ
ン

ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
へ
の
参
加
。

● 

ま
ち
歩
き
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ

の
途
中
で
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
巡
り
ツ
ア
ー
。

● 

ネ
ッ
ト
検
索
や
雑
誌
の
紹
介
さ
れ
た
情

報
で
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
訪
れ
る
旅
。

● 

地
産
地
消
や
有
機
栽
培
の
食
材
を
使
っ

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
園
カ
フ
ェ
巡
り
。

　
い
ず
れ
も
食
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、そ

の
土
地
の
食
文
化
遺
産
を
自
然
、歴
史
伝

統
、文
化
遺
産
と
組
み
合
わ
せ
て
体
験
す
る

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
り
、今
後
拡
大
の

方
向
へ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　
地
方
創
生
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
関
係

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
新
し
い
文
化
と
創

造
の
産
業
の
源
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
知
識
、伝
統
、記
憶
、

イ
メ
ー
ジ
の
集
積
で
あ
り
、観
光
体
験
を
生

み
出
す
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
生
産
者
、料
理
人
、

事
業
者
、メ
デ
ィ
ア
、市
民
と
訪
問
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
農
業
経
済
を
多
様

化
し
、雇
用
を
創
造
し
、地
域
の
魅
力
を
増

し
、文
化
遺
産
を
支
援
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
帰
属
意
識（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）を

高
め
、観
光
シ
ー
ズ
ン
を
延
ば
し
、農
業
生

産
や
地
元
産
品
の
生
産
を
活
性
化
す
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
都
市
開
発
の
エ
ン

ジ
ン
と
な
る
こ
と
が
で
き
、ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
わ
が
国
に
と
っ
て

重
要
な
産
業
と
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
内
閣
官
房
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
分

科
会
は
２
０
１
６
年
３
月
、『
日
本
版 

ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー 

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
構
想
案
』の

中
で「
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
と
、成
長
す
る
世
界
の
国
際

観
光
市
場
の
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
、新
た
な
ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
政
策
と
し
て
、食
を
通
じ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
振
興
・地
方
創
生・農
林
水
産
業

振
興
・外
食
産
業
活
性
化
等
を
総
合
的
に

促
進
す
る
た
め
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
立
国

総
合
戦
略
を
構
築
し
、関
連
政
策
を
総
動
員

し
、活
気
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
期
待
」す
る
と
記
し
て
い
る
。

　
「
欧
州
連
合 

宣
言
２
０
１
４
」に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
は「
健
康
的
生
活
と
食
を

通
じ
た
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
知

識
、体
験
、芸
術
、ク
ラ
フ
ト
を
統
合
し
た

概
念
で
あ
る
」と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文
化
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
知
る
た
め
の
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
要
素
で
あ
る
と
共
に
、観
光
の
新
し

い
ト
レ
ン
ド
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
美
食
都
市
、或
い
は
グ
ル
メ
都
市
は
、旅

行
者
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
魅
力
を
持
っ
て

い
る
。観
光
客
が
訪
問
地
を
選
定
す
る
要

素
に「
食
の
魅
力
」が
占
め
る
割
合
は
大
き

い
。ま
た
観
光
目
的
地
で
の
食
体
験
が
旅

行
者
の
満
足
度
に
大
き
な
比
重
を
占
め
、

旅
行
消
費
額
で
の
比
重
も
高
い
。「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、観
光
戦
略
の
有
力
な
コ

ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
資
源
か
ら
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
創
造
す
る
こ
と
が
、近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
未
来
を
拓
く
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
エ
リ
ア

と
考
え
る
湖
北
・湖
東
地
域
は
27
・７
万
人

（
米
原
市
３・９
万
人
、彦
根
市
11・３
万
人
、

多
賀
町
０・７
万
人
、豊
郷
町
０・８
万
人
、甲

良
町
０・７
万
人
、愛
荘
町
２・１
万
人
、近
江

八
幡
８・２
万
人
）で
あ
り
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
す
る
に
は
最
適
の
規
模
で
あ
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、近
江
地
域
は
観
光
的
付

加
価
値（
特
に
歴
史
遺
産
）が
豊
富
で
あ
り
、

味
覚
的
付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
大

き
な
来
訪
者
増
加
に
繋
が
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。

　
現
状
は
、地
場
産
業
の
も
の
づ
く
り
の

伸
び
悩
み
、人
口
減
へ
の
不
安
、市
街
地
商

店
街
の
衰
退
が
表
面
化
し
て
い
る
。当
然

地
域G

D
P

も
横
ば
い
状
態
が
続
く
と
感

じ
て
い
る
事
業
所
が
多
く
、投
資
に
対
し

て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
独
特
の
郷
土
料
理
も
食
材
生

産
の
変
化
に
よ
り
少
な
く
、食
に
よ
る
観

光
誘
致
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
弱
い
状
況
で
あ

る
。さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
催

事
衰
退
に
よ
り
、食
文
化
継
承
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
料
亭
・仕
出
し
屋
も

以
前
に
較
べ
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、今
後
展
開
す
る
美
食

文
化
創
造
は
、か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化

の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
再
生
と
地
域
の
伝

統
文
化
に
合
う
新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
な
る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
在
来
作
物
を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の

水
産
物
を
加
え
た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料

理
と
特
産
品
を
展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー

に
も
応
え
ら
れ
る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認

識
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、近
江
地
域
全
体
で
捉
え
る
も
の

と
、各
市
町
独
自
で
開
発
す
る
も
の
と
の

両
方
が
必
要
で
あ
る
。ブ
ル
ゴ
ス
市（
ス
ペ

イ
ン
）や
庄
内
地
域（
山
形
県
）の
事
例
で

判
る
よ
う
に
、都
市
政
策
と
し
て
位
置
付

け
た
上
で
産
官
学
協
働
で
取
り
組
め
ば
、

地
域
連
携
に
よ
る
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

新
た
な
モ
デ
ル
が
確
立
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付
加

価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ

る
。土
地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、旅

情
、人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、農

水
産
物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一
体
化

が
、新
し
い
観
光
体
験
と
な
る
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は「
美

味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
美
味

は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資
源
と
な
り
う

る
最
小
限
度
必
要
な
条
件
で
あ
る
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、食

文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、器
な

ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う
る
。美
味

し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は
来
な

い
！
「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客

力
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生

の
実
現
を
目
指
す
。

ひがし北海道観光事業開発協議会、2016 （n＝1200）

観光客の70％は「食」に関心がある

食べ歩きが趣味 19%

食べ歩きが
好きな方 51% 

食べ物への関心は
普通 26% 

食に興味がない 3%

まったく興味がない 1% 

観
光
動
機
と
し
て
の
食

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

（
美
食
都
市
）と
は

美
食
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

　
世
界
的
に
有
名
な
旅
行
雑
誌「
コ
ン
デ
ナ

ス
ト
・ト
ラ
ベ
ラ
ー
」は
、世
界
の
美
食
都
市

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
る（
ア
メ
リ
カ

の
雑
誌
故
、ラ
ン
キ
ン
グ
条
件
と
し
て
ア
メ

リ
カ
の
都
市
は
入
っ
て
い
な
い
）。２
０
１
４

年
の
１
位
は
、ス
ペ
イ
ン
バ
ス
ク
地
方
に
あ

る
サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ャ
ン（
人
口
18
万
６
千

人
）。２
位
は
パ
リ
。３
位
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

（
人
口
43
万
３
千
人
）。４
位
に
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ（
人
口
35
万
７
千
人
）、５
位
に
ロ
ー
マ
、

６
位
東
京（
人
口
１
千
３
百
万
人
）、７
位
香

港（
人
口
７
０
０
万
人
）、８
位
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル（
人
口
５
０
０
万
人
）、９
位
バ
ル
セ
ロ
ナ

と
続
く
。パ
リ
、ロ
ー
マ
、東
京
、香
港
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、バ
ル
セ
ロ
ナ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
シ

テ
ィ
と
い
わ
れ
る
都
市
が
名
を
連
ね
る
が
、

一
方
で
、サ
ン
・セ
バ
ス
チ
ャ
ン
、ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
の
中
都
市
、小
都

市
が
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
っ
て
き
始
め
た
の

は
、最
近
の
こ
と
だ
。12
位
バ
ン
ク
ー
バ
ー

（
人
口
64
万
人
）、14
位
リ
ヨ
ン（
人
口
49
万

人
）、15
位
ボ
ロ
ー
ニ
ァ（
人
口
37
万
人
）、京

都
は
16
位
に
入
っ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
グ
ル
メ
と
料
理
の
雑

誌「
サ
ブ
ー
ル
」は
、人
口
80
万
人
以
上
の
都

市
と
80
万
人
以
下
の
都
市
に
分
け
、専
門
家

の
選
考
と
、読
者
投
票
の
結
果
を
発
表
し
て

い
る
。

　
【
80
万
人
以
上
】 専
門
家
選
考…
香
港 

／

読
者
投
票…

パ
リ
／  

優
良…

メ
ル
ボ
ル
ン
、 

サ
ン
パ
ウ
ロ
、バ
ル
セ
ロ
ナ
／
注
目…
バ
ン

コ
ク
、ロ
ー
マ
、ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、ソ
ウ
ル
、 リ

マ
、 ロ
ン
ド
ン
、大
阪
、ベ
ル
リ
ン
、シ
ド

ニ
ー
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
【
80
万
人
以
下
】 専
門
家
選
考…

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン 

／
読
者
投
票 …

サ
ン
・セ
バ
ス

チ
ャ
ン 

／
優
良…

テ
ル
ア
ビ
ブ
、 フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
、リ
ヨ
ン
／
注
目 …

ビ
ル
バ
オ
、ボ
ロ
ー

ニ
ャ
、ポ
ル
ト
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、リ
ス
ボ

ン
、コ
ル
マ
ー
ル
、モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
、エ 

ジ
ン
バ
ラ
、ダ
ブ
リ
ン

　
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、小
都
市
が
美

食
都
市
と
し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

都
市
政
策
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

▶ルネサンス発祥の地であるフィレンツェは、イタリアの中でも人気のある観光都市である。歴史遺産に恵まれているが、「アートと食」がフィレンツェの魅力である。観光局は毎年100軒
　のレストランの抜き打ち検査をし、質を高めてるなど非常な努力をしている。

Ⅱ

世界のベストフードシティ（コンデナスト・トラベラー）
 １位 サン・セバスチャン（人口 18万６千人）
 ２位 パリ（人口 224万4千人）
 ３位 ケープタウン（人口 43万３千人）
 ４位 フィレンツェ（人口 35万７千人）
 ５位 ローマ（人口 262万７千人）
 ６位 東京（人口 1,300万人）
 ７位 香港（人口 700万人）
 ８位 シンガポール（人口 500万人）
 ９位 バルセロナ（人口 160万人）
 10位 ケベックシティー（人口 51万人）
 11位 シドニー（人口 429万3千人）
 12位 バンクーバー（人口 60万）
 13位 モントリオール（人口 165万人）
 14位 リヨン（人口 49万人）
 15位 ボローニャ（人口 37万5千人）
 16位 京都（人口 147万人）
 17位 ウィーン（人口 174万人）
 18位 ブタペスト（人口 173万人）
 19位 マドリッド（人口 316万５千人）
 20位 メルボルン（人口 408万７千人）
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今
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
主

役
は
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
生
活
文
化
産
業
）だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。２
０
１
５
年
の
訪
日
消
費

額
は
３
・５
兆
円
。そ
の
内
飲
食
費
は
６
４

２
０
億
円
を
占
め
て
い
る
。２
０
２
０
年
に

は
訪
日
消
費
額
７
兆
円
、飲
食
費
２
兆
円
と

予
想
さ
れ
、日
本
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
６
月
22
日
、当
所
議
員
総
会
に
お
い
て
、

『
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
＆
美
食
都
市
に
よ
る

地
方
創
生
』と
題
し
尾
家
建
生（
お
い
え
た
て

お
）氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。尾
家
氏
は
、大
阪

府
立
大
学 

観
光
産
業
戦
略
研
究
所
・日
本

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
代
表
で
あ

る
。観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
論
、フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
、他
大
学
教
員･

大

学
院
生
、都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、観
光
振

興
関
係
者
な
ど
と
共
同
研
究
を
し
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク・

シ
テ
ィ
）」を
目
指
す
の
か
？

　
２
０
１
４
年
度
の「
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
」

の
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、彦
根
市
都
市
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
の
魅
力
と
し
て
、歴
史
遺

産
、伝
統
文
化
、自
然
そ
し
て「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」 が
挙
げ
ら
れ
た（
大
都
市
圏
調
査
）。

「
旅
の
魅
力
」と
し
て
、本
来
上
位
に
来
る
べ

き「
食
」「
宿
」「
土
産
物
」な
ど
の
評
価
が
低

か
っ
た
。こ
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
強
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、来
訪
者
増
加
に

最
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る「
食
」の
魅
力
向

上
は
早
急
に
目
指
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ま
た
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策

と
し
て
、経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
今
月
は
、尾
家
氏
の
講
演
と
、い
く
つ
か

の
論
文
を
参
考
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、美
食
都
市
と
は
ど
の
よ

う
な
都
市
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。最

後
に「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

推
進
構
想
」に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　　　
現
在
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
活
況
は

２
０
０
３
年
、小
泉
元
首
相
の「
観
光
立
国
」

に
始
ま
る
。こ
の
時
期
、２
０
１
０
年
ま
で

の
間
に
外
国
人
観
光
客
の「
質
」に
変
化
が

あ
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
・中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
発
化
。

外
国
人
観
光
客
国
籍
の
マ
ル
チ
化
、個
人
旅

行
の
増
加
、観
光
体
験
の
多
様
化
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
、LC

C

拡
大
・ビ
ザ
緩
和
・円

安
の
安
定
化
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
が
、原
油
の
安
値
安
定
やSN

S

で
情
報

が
個
人
に
行
き
渡
り
始
め
た
と
い
う
背
景

が
あ
る
。

　
２
０
１
０
年
代
は
量
の
転
換
で
あ
る
。

　
量
が
10
年
前
の
３
〜
４
倍
に
増
え
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
経
済
効
果
が
拡
大

し
、東
京
や
大
阪
な
ど
で
は
宿
泊
施
設
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。ま
た
、鹿
児
島
を

は
じ
め
と
す
る
主
だ
っ
た
港
に
は
、中
国
か

ら
２
０
０
０
人
、３
０
０
０
人
を
乗
せ
た
ク

ル
ー
ズ
船
が
到
着
す
る
よ
う
に
な
り
、定
期

便
の
増
加
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
地
方
空
港

に
飛
び
始
め
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、２
０
２
０
年
代

は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
。「
質
」の
変
化
、「
量
」の
変
化
が
終
り
、

「
構
造
」の
変
化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

　
ひ
と
つ
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
と
地
方

へ
の
展
開
で
あ
る
。非
常
に
広
域
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
、２
０
２
０
年
代
に
は
従

来
と
は
違
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な「
質
」、「
量
」、「
構
造
」の
変

動
を
前
提
に
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、「
食
」

を
目
的
に
し
た
観
光
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　　　
比
較
的
早
く
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
研

究
し
て
い
た
の
が
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
政
府

観
光
局
だ
。「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

ロ
ー
カ
ル
、宗
教
的
あ
る
い
は
国
の
料
理
、

遺
産
、文
化
、伝
統
的
あ
る
い
は
調
理
技
術

を
反
映
す
る
食
べ
物
と
飲
み
物
を
、人
が

学
び
、称
賛
し
、消
費
す
る
観
光
体
験
で
あ

る
。」（
オ
ン
タ
リ
オ
州
政
府
観
光
局
・2005

）と
定
義

し
て
い
る
。

　

H
all and Sharples

は「
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
余
暇
あ
る
い
は
娯
楽
の
目
的
で

の
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
地
域
へ
の
体
験

旅
行
で
あ
る
。そ
れ
に
は
食
の
第
一
次（
農

業
・漁
業
）、二
次（
食
品
加
工
）の
生
産
者

へ
の
訪
問
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、フ
ー
ド
フ
ェ
ア
ー
、イ
ベ
ン
ト
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、料
理
シ
ョ
ー

と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、高
品
質
な
食

品
の
試
食
あ
る
い
は
食
に
関
係
し
た
何
ら

か
の
観
光
活
動
を
含
む
」（Hall and 

Sharples

・2003

）と
定
義
し
て
い
る
。簡
単
に

言
え
ば
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
食
を
目
的

と
し
た
観
光
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
美
食
都
市
」は
、英
語
で
は「
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」で
あ
る
。

　
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
語
源
は
古
代
ギ
リ

シ
ア
に
さ
か
の
ぼ
り
、 「
ガ
ス
ト
」は「
胃

袋
」の
こ
と
、「
ノ
ミ
ー
」は「…

法
則
」「…

学
」を
意
味
す
る
。し
た
が
っ
て
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
は「
美
味
学
」「
美
食
法
」「
美
食
術
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
で
あ
り
料
理
人
で
あ

る
ア
ル
ケ
ス
ト
ラ
ト
ス
に
よ
り
詩
篇『
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
』で
謳
わ
れ
、近
代
に
復
活

し
、現
代
に
至
っ
て
成
熟
す
る
。

　
１
８
２
６
年
、フ
ラ
ン
ス
人
の
ブ
リ
ア
・

サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
出
版 

し
た「
味
覚
の
生
理

学
」(

邦
題「
美
味
礼
讃
」)

に
よ
っ
て
ガ 

ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
ひ
と
つ
の
学
問
体
系
と
し

て
提
唱
さ
れ
た
。サ
ヴ
ァ
ラ
ン
は
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
と
は
人
間
に
関
わ
る
整
理
さ
れ

た
知
識
体
系
で
あ
り
、食
物
に
関
わ
る
人
た

ち
の
一
定
の
原
理
で
あ
り
、食
に
関
わ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
の
原
動
力
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
現
代
に
お
け
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
一

般
的
な
定
義
は
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
の

「
い
か
に
食
材
を
選
択
し
、料
理
し
、給
仕 

し
、美
味
な
食
を
楽
し
む
か
の
術
を
指
し
て

い
う
」が
簡
明
で
あ
る
。し
か
し
、こ
の
定

義
は
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
描
こ
う
と
し
た
壮
大

な
意
図
は
欠
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得 

な
い
。そ
し
て
、現
代
の「
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
」は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
時
代

よ
り
更
に
、多
様
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　
ひ
と
つ
は
、ブ
リ
ア
・サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
求

め
た
学
問
と
し
て
の「
美
味
学
」で
あ
る
。

　
次
に
、シ
ェ
フ
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
で
あ

る
。食
材
の
選
択
・料
理
技
術
・ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
、い
わ
ゆ

る「
美
食
術
」で
あ
る
。

　
そ
し
て
、「
地
域
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」が

現
代
に
は
生
ま
れ
て
い
る
。「
美
味
し
い
も

の
を
求
め
る
」と
い
う
マ
イ
ン
ド
だ
。

　
郷
土
料
理
は
、そ
こ
に
住
む
人
々
が
、自

分
た
ち
の
作
っ
た
農
産
物
、或
い
は
海
産
物

を
加
工
し
、い
か
に
美
味
し
く
食
べ
る
か
を

追
求
し
た
結
果
で
あ
る
故
、ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　　
首
都
圏
、愛
知
県
、大
阪
府
で
の
最
近
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
査
結
果
は
、「
食
べ
歩
き

が
趣
味
」の
人
が
19
％
、「
食
べ
歩
き
が
好
き

な
方
」が
51
％
、70
％
の
人
が
旅
行
先
で
は

食
に
最
も
関
心
が
あ
る
。

　
年
齢
別
の
調
査
で
は
、非
常
に
食
べ
歩
き

が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、女
性
の
場
合
20
歳

か
ら
30
歳
代
の
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。

　
次
に
、外
国
人
観
光
客
が
日
本
食
に
ど
の

程
度
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
。平
成
26
年

の
観
光
庁
の「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」に
よ
る
と
、「
訪
日
前
に
期
待
し
て
い
た

こ
と
」は
複
数
回
答
の
場
合
、１
位
が
日
本

食
を
食
べ
る
こ
と
76
・２
％
。単
一
回
答
で

も
１
位
は
や
は
り
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

で
34
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歴
史
的
な
建
造
物
や
美
し
い
自
然
を
み

る
だ
け
で
は
な
く
、食
べ
る
、味
覚
と
い
う

も
の
が
観
光
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
え
る
。

　
「
食
と
観
光
の
関
係
に
お
い
て
、飲
食
は

本
来
、観
光
施
設
と
し
て
観
光
地
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。宿
泊
施
設
と
同
様
、観

光
地
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら

か
の
飲
食
店
が
あ
り
、旅
行
者
に
食
べ
物
飲

み
物
を
提
供
し
て
い
る
。飲
食
施
設
は
観
光

地
形
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
段
階
で
の
食

と
観
光
の
関
係
は
、駐
車
場
や
ト
イ
レ
と
同

じ
よ
う
に
、単
な
る
観
光
施
設
と
い
う
こ
と

に
な
る
。フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、

食
は
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。食
を
摂
取
す
る
こ

と
、食
を
楽
し
む
こ
と
が
旅
行
者
に
と
っ
て

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、旅
行
者
の

観
光
体
験
と
な
る
こ
と
が
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
や
食

文
化
は
観
光
動
機
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」

（
大
阪
観
光
大
学
観
光
学
研
究
所
報『
観
光
＆
ツ
ー
リ
ズ

ム
』第
15
号
・「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
考
察
」

尾
家
建
生
）。

　　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店（
ま
た

は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、伝
統
料
理

や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体
験
で
き
る
飲

食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
し

て
飲
食
の
楽
し
み
を
生
産
者
・料
理
人
と

と
も
に
体
験
で
き
る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で

あ
る
。か
つ
、そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
都
市
を
い
う
」 。

　
い
わ
ゆ
る
産
地
、或
い
は
市
場
、直
売
所

が
あ
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
、食
べ
歩
き
が
で
き

る
ま
ち
、地
区
が
あ
る
。フ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
る
。こ
の
３
つ
が
美
食
都

市
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
資
源
と
い
う
と
解
り
に
く
い

が
、食
文
化
の
資
源
を
ベ
ー
ス
に
美
食
都

市
創
造
が
可
能
と
な
り
、そ
の
情
報
発
信

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
近
年
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文

化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
に
な
っ
て
き
て

い
る
。美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
資
源
を
観
光
活
性
化
に
利
用

す
る
こ
と
な
の
だ
。

　

EU

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２
０
２
０
都
市
戦

略「U
RBAC

T   ―

美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、２
０
１
２
年 「
ス
ペ
イ
ン
の
美
食

首
都
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、２
０
１
３
年 「
フ

ラ
ン
ス
の
美
食
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

IG
C
AT

（Institute of G
astronom

y,Culture,A
rt and 

Tourism

）「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
、文
化
、ア
ー
ト

＆
観
光
」（
欧
州
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
地
域

2016

）、２
０
０
４
年 

ユ
ネ
ス
コ
の
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

（
食
文
化
）な
ど
、世
界
の
諸
都
市
は
今
、観

光
戦
略
的
に 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ

テ
ィ（
美
食
都
市
）を
目
指
し
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の「
美
食
首
都
」は
観
光
促
進

と
雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
て
、国
内
の
都

市
の
中
か
ら
選
定
し
世
界
へ
向
け
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い
る（
選

定
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
界
団
体
と
旅
行

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
）。　

　
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
の
政
策
と
し

て
、リ
ヨ
ン
市（
人
口
49
万
人
）、パ
リ
＆
ラ

ン
ジ
ス
市（
２
２
５
万
人
）、デ
ィ
ジ
ョ
ン

市（
15
万
人
）、ト
ゥ
ー
ル
市（
13
万
人
）の

４
都
市
を「
美
食
都
市
」と
し
て
選
定
し
、

食
遺
産
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
観
光

客
・料
理
学
校
生
徒
・シ
ェ
フ
の
教
育
セ

ン
タ
ー
と
し
て
い
る
。

　

EU

が
展
開
す
る「
美
食
都
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」は
、ス
ペ
イ
ン
・ブ
ル
ゴ
ス
市（
18
万

人
）、イ
タ
リ
ア
・フ
ェ
ル
モ
市（
３・７
万

人
）、ル
ー
マ
ニ
ア
・ア
ル
バ
ユ
リ
ア（
６・７

万
人
）、ギ
リ
シ
ャ
・コ
リ
ダ
ロ
ス（
６・
７
万

人
）、ス
ペ
イ
ン
・ロ
ス
ピ
タ
レ
ェ
ト（
25
万

人
）の
５
都
市
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、大
都
市
よ
り
も

中
小
規
模
都
市
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
伝
統
的
な
第

１
次
産
業
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、創
造
性

を
持
っ
た
生
産
と
料
理
方
法
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
）を
地
域
政
策
の
柱
と

し
て
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　
美
食
都
市
を
目
指
す
こ
と
は
地
域
が
持

つ
農
産
物
・水
産
物
資
源
を
観
光
活
性
化

に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、地
域
住
民
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
中
に
食
の
愉
し
み
を
取
り

入
れ
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
の
先
進
地
事
例
と
し
て
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
は
、鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市

推
進
協
議
会『
食
の
理
想
郷
へ
』で
あ
る
。

　
山
形
の
鶴
岡
市
を
取
り
巻
く
庄
内
平
野

に
は
60
種
類
の
伝
統
野
菜（
在
来
作
物
）が

現
存
す
る
。こ
れ
は
山
形
大
学
が「
庄
内
在

来
作
物
研
究
会
」を
発
足
し
、生
産
者
と
の

間
で
品
種
の
存
続
に
努
め
て
き
た
結
果
で

あ
る
。こ
こ
に
東
京
か
ら
地
元
鶴
岡
に
戻
っ

た
料
理
人
の
奥
田
政
行
氏
が
、市
内
の
ホ
テ

ル
の
料
理
長
を
勤
め
た
後
、２
０
０
０
年
に

鶴
岡
市
内
で
イ
タ
リ
ア
ン
・レ
ス
ト
ラ
ン

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」を
開
業
、食
材
に

庄
内
産
の
米
・野
菜
・山
菜
・魚
介
類
を
使

用
し
た
イ
タ
リ
ア
料
理
を
開
発
し
た
。　
奥

田
シ
ェ
フ
は
食
材
の
生
産
現
場
へ
出
向
き
、

「
生
産
者
の
会
」（
約
60
人
）を
組
織
。さ
ら
に

生
産
者
の
経
済
的
生
活
を
維
持
で
き
る
仕

組
み
を
創
り
上
げ
、適
正
価
格
で
の
販
売
支

援
や
研
修
旅
行
・研
修
会
な
ど
を
行
っ
た
。

「
ア
ル
・ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
」は
美
食
の
追
求

の
み
で
な
く
、地
域
の
伝
統
的
な
産
物
を
生

き
返
ら
せ
顧
客
に
提
供
す
る
、循
環
的
経
済

シ
ス
テ
ム
の
創
造
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。さ
ら
に
国
際
的
な
テ
イ
ス
ト
を

持
っ
た
イ
タ
リ
ア
料
理
で
の
表
現
と
重
な

り
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
来
訪
者
を
呼
び

込
み
、地
域
住
民
の
誇
り
づ
く
り
に
も
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
の
流
れ
を
重
視
し
た
鶴
岡
市
は
２
０

１
２
年「
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
、地
域
食
文
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
文
化
庁
モ
デ
ル
事
業
採
択
）を
推
進

し
、数
々
の
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。さ

ら
に
２
０
１
５
年
に
は「
ミ
ラ
ノ
万
博
」へ

の
出
展
、パ
リ
で
精
進
料
理
紹
介
な
ど
国
際

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、ユ
ネ
ス
コ「
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
食
文
化
部
門
へ

加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。大
学
の
研
究
者
、生

産
者
、料
理
人
、経
済
界
な
ど
の
産
官
学
協

働
で
の
美
食
都
市
づ
く
り
が
進
行
し
て
お

り
、観
光
振
興
に
も
結
果
が
現
れ
て
い
る
例

で
あ
る
。ち
な
み
に
庄
内
地
域
の
人
口
は

27
・８
万
人
で
あ
る
。

　
庄
内
鶴
岡
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
が
提
唱

す
る「
食
に
よ
り
地
方
を
元
気
に
！
」の
実

践
は
全
国
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
し
い
潮

流
が
現
れ
て
い
る
。

● 
日
本
酒
蔵
元
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
、製

造
現
場
見
学
と
試
飲
、さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
。

● 

ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
を
訪
ね
、噂
の
美
食
や
郷
土
料
理
を
楽

し
む
ツ
ア
ー
。

● 「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ー
ド
イ
ベ
ン

ト
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
へ
の
参
加
。

● 

ま
ち
歩
き
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
ブ

の
途
中
で
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
巡
り
ツ
ア
ー
。

● 

ネ
ッ
ト
検
索
や
雑
誌
の
紹
介
さ
れ
た
情

報
で
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
訪
れ
る
旅
。

● 

地
産
地
消
や
有
機
栽
培
の
食
材
を
使
っ

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
園
カ
フ
ェ
巡
り
。

　
い
ず
れ
も
食
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、そ

の
土
地
の
食
文
化
遺
産
を
自
然
、歴
史
伝

統
、文
化
遺
産
と
組
み
合
わ
せ
て
体
験
す
る

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
り
、今
後
拡
大
の

方
向
へ
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　
地
方
創
生
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
関
係

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
新
し
い
文
化
と
創

造
の
産
業
の
源
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
知
識
、伝
統
、記
憶
、

イ
メ
ー
ジ
の
集
積
で
あ
り
、観
光
体
験
を
生

み
出
す
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
生
産
者
、料
理
人
、

事
業
者
、メ
デ
ィ
ア
、市
民
と
訪
問
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
農
業
経
済
を
多
様

化
し
、雇
用
を
創
造
し
、地
域
の
魅
力
を
増

し
、文
化
遺
産
を
支
援
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
帰
属
意
識（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）を

高
め
、観
光
シ
ー
ズ
ン
を
延
ば
し
、農
業
生

産
や
地
元
産
品
の
生
産
を
活
性
化
す
る
。

● 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
都
市
開
発
の
エ
ン

ジ
ン
と
な
る
こ
と
が
で
き
、ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

● 
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
わ
が
国
に
と
っ
て

重
要
な
産
業
と
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
内
閣
官
房
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
分

科
会
は
２
０
１
６
年
３
月
、『
日
本
版 

ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー 

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
構
想
案
』の

中
で「
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
分
野
と
、成
長
す
る
世
界
の
国
際

観
光
市
場
の
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
、新
た
な
ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
政
策
と
し
て
、食
を
通
じ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
振
興
・地
方
創
生・農
林
水
産
業

振
興
・外
食
産
業
活
性
化
等
を
総
合
的
に

促
進
す
る
た
め
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
立
国

総
合
戦
略
を
構
築
し
、関
連
政
策
を
総
動
員

し
、活
気
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
期
待
」す
る
と
記
し
て
い
る
。

　
「
欧
州
連
合 

宣
言
２
０
１
４
」に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
は「
健
康
的
生
活
と
食
を

通
じ
た
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
知

識
、体
験
、芸
術
、ク
ラ
フ
ト
を
統
合
し
た

概
念
で
あ
る
」と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文
化
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
知
る
た
め
の
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
要
素
で
あ
る
と
共
に
、観
光
の
新
し

い
ト
レ
ン
ド
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
美
食
都
市
、或
い
は
グ
ル
メ
都
市
は
、旅

行
者
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
魅
力
を
持
っ
て

い
る
。観
光
客
が
訪
問
地
を
選
定
す
る
要

素
に「
食
の
魅
力
」が
占
め
る
割
合
は
大
き

い
。ま
た
観
光
目
的
地
で
の
食
体
験
が
旅

行
者
の
満
足
度
に
大
き
な
比
重
を
占
め
、

旅
行
消
費
額
で
の
比
重
も
高
い
。「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、観
光
戦
略
の
有
力
な
コ

ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
資
源
か
ら
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
創
造
す
る
こ
と
が
、近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
未
来
を
拓
く
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
エ
リ
ア

と
考
え
る
湖
北
・湖
東
地
域
は
27
・７
万
人

（
米
原
市
３・９
万
人
、彦
根
市
11・３
万
人
、

多
賀
町
０・７
万
人
、豊
郷
町
０・８
万
人
、甲

良
町
０・７
万
人
、愛
荘
町
２・１
万
人
、近
江

八
幡
８・２
万
人
）で
あ
り
、美
食
都
市
を
目

指
し
挑
戦
す
る
に
は
最
適
の
規
模
で
あ
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、近
江
地
域
は
観
光
的
付

加
価
値（
特
に
歴
史
遺
産
）が
豊
富
で
あ
り
、

味
覚
的
付
加
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
大

き
な
来
訪
者
増
加
に
繋
が
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。

　
現
状
は
、地
場
産
業
の
も
の
づ
く
り
の

伸
び
悩
み
、人
口
減
へ
の
不
安
、市
街
地
商

店
街
の
衰
退
が
表
面
化
し
て
い
る
。当
然

地
域G

D
P

も
横
ば
い
状
態
が
続
く
と
感

じ
て
い
る
事
業
所
が
多
く
、投
資
に
対
し

て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
独
特
の
郷
土
料
理
も
食
材
生

産
の
変
化
に
よ
り
少
な
く
、食
に
よ
る
観

光
誘
致
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
弱
い
状
況
で
あ

る
。さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
催

事
衰
退
に
よ
り
、食
文
化
継
承
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
料
亭
・仕
出
し
屋
も

以
前
に
較
べ
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、今
後
展
開
す
る
美
食

文
化
創
造
は
、か
つ
て
の
伝
統
的
食
文
化

の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
再
生
と
地
域
の
伝

統
文
化
に
合
う
新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
な
る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
在
来
作
物
を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の

水
産
物
を
加
え
た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料

理
と
特
産
品
を
展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー

に
も
応
え
ら
れ
る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認

識
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、近
江
地
域
全
体
で
捉
え
る
も
の

と
、各
市
町
独
自
で
開
発
す
る
も
の
と
の

両
方
が
必
要
で
あ
る
。ブ
ル
ゴ
ス
市（
ス
ペ

イ
ン
）や
庄
内
地
域（
山
形
県
）の
事
例
で

判
る
よ
う
に
、都
市
政
策
と
し
て
位
置
付

け
た
上
で
産
官
学
協
働
で
取
り
組
め
ば
、

地
域
連
携
に
よ
る
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

新
た
な
モ
デ
ル
が
確
立
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付
加

価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ

る
。土
地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、旅

情
、人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、農

水
産
物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一
体
化

が
、新
し
い
観
光
体
験
と
な
る
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は「
美

味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
美
味

は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資
源
と
な
り
う

る
最
小
限
度
必
要
な
条
件
で
あ
る
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、食

文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、器
な

ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う
る
。美
味

し
い
も
の
の
無
い
ま
ち
に
は
人
は
来
な

い
！
「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ

構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客

力
向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生

の
実
現
を
目
指
す
。

地
方
創
生
と
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク

シ
テ
ィ
の
推
進

近江ガストロノミックシティ推進構想
地域産品の調査・発掘・評価

一流料理人によるセミナー開催

地域産物の料理グランプリ企画

ＤＭＯによる広報プロモーション

地域産品使用のフードカー開発

地域産品による食企画での集客

農商工連携による生産拡大・講習会

地域料理人の技術力向上と育成

調理技術向上と評価制度の確立

近江「美食マップ」の作成と発信

フードカービジネス開発（起業促進）

ひこね「梅と食と光のフェア」開催

近江ガストロノミックシティ推進プロジェクト Digest

▼

▼

▼

▼

▼

➡

➡

➡

➡

➡

➡

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

● 地域産品の調査・発掘・評価
彦根市周辺地域において、３種程度の食材につ
いて、調査研究し、付加価値の高い製品ブラン
ディングを行う。同時に国内外の著名な飲食店
（３つ星レストラン等）への食材提供や食品業界
へのプロモーションによって、新規マーケットを

開拓していく。「近江食材カレンダー」「近江ガスト
ロノミーマップ」の作成など。
● 一流料理人による料理セミナーの開催
「近江食材」の可能性開発、調理開発と地域料理
人育成のための料理セミナーの開催（継続的に
実施）。調査中の「近江食材」を試験的に活用し

ながら実施する。一流料理人（３つ星シェ
フ等）と地域料理人との個別交流も促進
させ、一流若手人材の育成、誘致、交流の
活性化をはかる。
● 地域産物の料理グランプリの開催
地域料理人が各々そのノウハウを活かし
て参画するグランプリを開催し、観光イ
ベントとしても国内外へのプロモーショ
ンしていく。
● ＤＭＯによる広報プロモーション
グランプリの上位料理を優先的に会合や
行祭事、ツアーのフードとして活用し、料
理とともに旅行プロモーション素材とし
ても積極的に活用する。
● 地域産品による食企画での集客
彦根城内の「梅林」（約400本）をテーマ
に、食とライトアップを組み合わせた集客
イベント「ひこね梅と食と光のフェア」（仮
称）を開催する。フードカーも合わせるこ
とで洗練された光と食と梅のコラボレー
ションを演出する。

● 料理の研究＝料理人・生産者
　著名料理人による講習会の開催でレベルアップ
　料理人有志による有名店体験ツアーの実施
　自店独自のメニュー開発のための生産者との交流
　開催予定の「近江料理グランプリ」への参加
● マネジメントの研究＝経営者
　 料理店経営者への生産性向上セミナー開催
　（欧米に較べ低い生産性の解決策の研究）
　話題店舗の視察ツアーの実施
　新規投資への優遇制度の研究と講習会開催
● 食材の研究＝生産者・料理人・大学・行政
　アドバイサーによる生産者への講習会の開催
　（研究者、野菜ソムリエなどからのアドバイス）
　先進生産地への研修ツアーの実施
　補助金、助成金制度のセミナーの実施
● マーケティングの研究＝経営者・行政・大学
　フードツーリズムの学習
　ＰＲ手法学習のためのセミナー開催
　（効果的メディア活用手法の研究）
　価格アップのための付加価値創造手法の研究

美味しいものの無いまちには、
人は来ない！

近江地域の
魅力の向上

『近江美食都市』宣言観光消費額
創出のため
『食消費額』
の増大

料理技術
の向上

近江食材の
近江での提供
生産者と関係者
のコラボ

料理による
付加価値の創出

近江地域食材の
再発見と育成

大学の学術研究力
行政の調整力
民間の経営力

産官学一体
の取組

▼

ガストロノミーによる集客力向上で、
地域経済活性化と地方創生を実現

歴史資産＋好アクセス
美食＋特産品

『
美
食
文
化
』の
追
求
・近
江
地
域
の
魅
力
向
上
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常
議
員
会

小
出
英
樹
会
頭
再
任

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
６
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
６
月
１
日

（
水
）当
所
に
て
、常
議
員
18
人
、小
出
会

頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。議

案（
１
）新
入
会
員
13
件
の
承
認
、（
２
）議

員
改
選
に
伴
う
２
号
議
員
の
部
会
割
当
数

変
更
、（
３
）議
員
選
挙
事
務
費
用（
選
任

事
務
費
用
）に
つ
い
て
、志
賀
谷
専
務
理
事

か
ら
説
明
の
後
、議
長
が
諮
り
、満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
、（
４
）平
成
27
年
度
事

業
報
告
、（
５
）〜（
16
）平
成
27
年
度
一
般

会
計
、中
小
企
業
相
談
所
会
計
、役
職
員
退

職
給
与
積
立
金
会
計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維

持
積
立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会

計
、労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事
業

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年4月21日～平成28年6月1日　会員数1620件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

電気工事業 藤井　一彰建設業
建設業

建設業
建設業

㈱ハナデザイン
川一電機㈱ 彦根営業所 彦根市小泉町越坊387-2

建設業 清家　秀光Ｓ・Ｈ・Ｓ 彦根市野田山町999-24

宮川登大工 建設業 宮川　登
建設業 彦根市松原町3720-19

彦根市本町1丁目7-8
永楽美術 西洋美術品輸入販売 劉　　百全 彦根市長曽根南町494-22-4号

小売商業
小売商業
小売商業

卸商業
東海理化サービス㈱ アップガレージ滋賀彦根店 自動車部品物流業 平野　均 彦根市高宮町2055-1

観光・サービス

㈱ファイン・ラボ 除菌水の製造・販売 林　　芳樹 彦根市京町3丁目3-22

観光・サービス
観光・サービス

㈱プラス・カーサ 家具・インテリア・雑貨の小売業 北村　大輔 彦根市河原2丁目2-37
あおぞらマッサージ あんま・マッサージ 今岡　令二 彦根市馬場1丁目2-1北野ﾊｲﾂ 112号
豚旨うま屋ラーメン 彦根店 飲食業 徳岡　誠 彦根市大薮町字平田台2433-1
洋食 ＳＨＩＭＡＤＡ 飲食業 島田　大輔 彦根市後三条町288Nasu23B

理財 たなか社会保険労務士事務所 社会保険労務士業 田中　孝幸 彦根市平田町607-3

中島　嘉孝

会
頭
選
考
委
員
会

６
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

建
設
業
部
会
正
副
会
長
会
議

６
月
２
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

七
夕
ま
つ
り
部
会　
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議

６
月
２
日　
当
所
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

６
月
３
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武

６
月
４
日　
あ
づ
ち
信
長
ま
つ
り
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

通
常
総
会

６
月
６
日　
当
所
に
て
開
催

任
期
満
了
に
伴
う
議
員
ク
ラ
ブ
県
外

研
修
会

６
月
８
〜
９
日　
龍
潭
寺(

浜
松)

・
浜
松

商
工
会
議
所
等
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

６
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
多
賀
町
文
化
イ
ベ
ン
ト

部
会

６
月
13
日　
多
賀
町
役
場
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

総
務
委
員
会

６
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

正
副
会
長
会
議

６
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
会
議

６
月
15
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

事
業
説
明
会

５
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

イ
ン
バ
ウ
ン
ド×

ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
講
演
会

５
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
彦
根
市
文
化
イ
ベ
ン
ト

部
会

５
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
通
常
総
会

５
月
27
日　
レ
ス
ト
ラ
ン
千
成
亭
に
て

　
　
　
　
　
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

彦
根
市
・
彦
根
観
光
協
会
と
の
情
報

交
換
会

５
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

国
宝
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
推
進

委
員
会
設
立
総
会

５
月
30
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

三
水
会
幹
事
会

５
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

彫
琢
会
幹
事
会

５
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

役
員
会

５
月
31
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

６
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

常
議
員
会

６
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

３
号
議
員
選
考
委
員
会

６
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
会
議

５
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

５
月
度
例
会

５
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

平
成
27
年
度
監
査
会

５
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
通
常
総
会

５
月
18
日　
せ
ん
な
り
亭
伽
羅
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
多
賀
町
実
行
委
員
会

５
月
19
日　
多
賀
町
役
場
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

５
月
20
日　
日
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
彦
根
市
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

部
会

５
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ゆ
か
た
ま
つ
り
部
会

５
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

正
副
会
長
会
議

５
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 

準
備
会

５
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

第
２
回　
彦
根
経
済
戦
略
研
究
会

５
月
25
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

５
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

会
計
、タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進

事
業
会
計
、ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業

会
計
、別
途
積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
収

支
決
算
に
つ
い
て
志
賀
谷
専
務
理
事
、中

川
事
務
局
長
よ
り
説
明
の
後
、木
村
監
事

か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、議
長
が
諮
っ
た

と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、（
１
）議
員

選
挙
委
員
会
、（
２
）部
会
長
会
議
、（
３
）

委
員
会
報
告
等
、（
４
）「
光
と
ア
ー
ト
で
発

信
す
る
付
加
価
値
創
造
事
業
」、（
５
）近
江

「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、（
６
）

（
仮
称
）国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭

事
業
、（
７
）（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

ボ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
22
日（
水
）彦
根
商
工
会
議

所
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
、任
期

満
了
に
伴
う
会
頭
改
選
を
審
議
し
た

結
果
、小
出
英
樹
会
頭
が
再
任
さ
れ

る
こ
と
に
議
決
を
得
ま
し
た
。任
期

は
、平
成
28
年
11
月
１
日
〜
平
成
31

年
10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。な

お
、副
会
頭
人
事（
定
数
：
４
名
以
内
）

は
、今
後
人
選
に
入
り
、10
月
下
旬
開

催
予
定
の
臨
時
議
員
総
会
に
て
選
任

予
定
で
す
。

関
西
商
工
会
議
所
連
合
会
平
成
28
年
度
総
会

　
６
月
21
日（
火
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
に
て
、関
西
商
工
会
議
所
連
合
会
平
成
28

年
度
総
会
が
、当
所
よ
り
小
出
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
西
広
域
連
合
説
明
会
後
、総
会
前
に
、「
三

村
明
夫
・
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
と
の
懇
談

会
」が
開
催
さ
れ
、当
所
小
出
会
頭
も
懇
談
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
の
中
で
小
出
会
頭
か
ら
は
、①「
会

議
所
主
体
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
」、

②「
農
商
工
連
携
に
よ
る「
美
食
都
市
」構
想

に
つ
い
て
」コ
メ
ン
ト
さ
れ
、「
ひ
こ
ね
プ
レ

ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
」報

告
さ
れ
ま
し
た
。

①「
会
議
所
主
体
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い

て
」は
、小
出
会
頭
よ
り『
経
済
団
体
と
し
て

「
儲
か
る
観
光
産
業
」と「
全
産
業
に
広
が
る

業
態
づ
く
り
」を
志
向
お
り
、海
外
・
国
内
へ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、受
入
れ
体
制
の
整

備（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
設
置
）、地
域
資
産

を
活
か
し
た
周
遊
コ
ー
ス
づ
く
り
、地
域
特
産

品
の
開
発
な
ど
の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
こ
で
問
題
と
な
っ

た
の
が
、専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
雇
用
で

あ
る
。地
方
都
市
で
は
、国
際
感
覚
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
知
識
、プ
レ
ゼ
ン
能
力
、指
導
力
な

ど
を
備
え
た
人
材
確
保
は
困
難
を
極
め
て
い

る
。そ
こ
で
当
会
議
所（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）と
し
て
、官

公
庁
、地
元
金
融
機
関
か
ら
の
出
向
等
を
決
意

し
、調
整
を
進
め
て
い
る
。し
か
し
、財
政
的

負
担
は
大
き
く
な
る
た
め
数
年
後
の
体
制
づ

く
り
を
考
慮
す
る
と
、国
や
日
本
商
工
会
議
所

で
の「
観
光
人
材
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
立
案

い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
。』旨
発
言
さ
れ
、

②「
農
商
工
連
携
に
よ
る「
美
食
都
市
」構
想

に
つ
い
て
」は
、『
会
議
所
と
し
て
、商
工
の
枠

か
ら
飛
び
出
し
農
分
野
に
も
取
り
組
み
、独
自

の
食
材
と
し
て
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
流
通
・

広
報
宣
伝
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
は
、サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
地
域
循
環
型
経
済
発
展
に
繋

が
る
と
考
え
る
。当
会
議
所
で
も「
美
味
し
い

も
の
が
無
い
ま
ち
に
は
、人
は
来
な
い
！
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、《
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》を
準
備

中
で
あ
る
。そ
こ
で
、農
業
振
興
、地
元
料
理

人
の
育
成
、地
域
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、地
域
料
理
店

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
大
き
な
効
果
を

生
む
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
、国
が
認
定
す

る「
美
食
地
方
都
市
制
度
」の
創
設
や「
日
本

版
美
食
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」の
開
催
を
要
望
し

た
い
。』旨
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、三
村
会
頭
の
コ
メ
ン
ト
と

し
て
、「
地
方
の
元
気
な
く
し
て
地
方
創
生
は

な
い
。地
方
創
生
は
、会
議
所
事
業
そ
の
も
の

で
あ
る
。政
策
メ
ニ
ュ
ー
は
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
出
た
。後
は
実
行
あ
る
の
み
、そ
の
担
い
手

は
我
々
民
間
で
あ
る
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
る
と

人
手
の
問
題
な
ど
、進
め
ば
進
む
ほ
ど
課
題

が
出
て
く
る
。人
材
不
足
の
解
消
と
地
方
創

生
に
つ
い
て
、産
業
競
争
力
会
議
の
な
か
で

も
発
言
し
て
い
き
た
い
。年
間
60
万
人
の
労

働
力
人
口
が
減
っ
て
い
く
。女
性
や
高
齢
者

な
ど
、５
０
０
万
人
の
潜
在
的
労
働
力
を
引

き
出
す
施
策
が
必
要
で
あ
り
、労
働
生
産
性

の
向
上
は
、究
極
の
人
材
対
策
で
あ
る
。美
食

都
市
は
大
賛
成
。農
林
水
産
省
が「
食
と
農
の

景
勝
地
」と
い
う
認
定
制
度
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。」と
回
答
さ
れ
、

短
い
時
間
の
中
で
あ
り
な
が
ら
も
、地
方
の

意
見
を
伝
え
る
場
と
し
て
有
意
義
な
意
見
交

換
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
基
金
は
、基
礎
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
で
あ
り
、国
民
年
金

の
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
第
１
号

被
保
険
者（
自
営
業
者
、農
林
漁
業
者
な

ど
の
人
と
そ
の
配
偶
者
、学
生
等
）が
申

し
込
み
に
よ
り
任
意
に
加
入
で
き
る
制
度

で
す
。

　
掛
金
は
、加
入
時
の
年
齢
、性
別
、口
数

な
ど
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。な
お
、掛
金

の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
た
め
、「
終
身
年
金
」を
基
本
と
し
て
い

ま
す
の
で
、一
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、国
民
年
金
基
金
の
受
給
開
始
年

齢
は
、国
民
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
と
連

動
し
て
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、平
成
25
年
４
月
か
ら
、60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入

被
保
険
者
に
つ
い
て
も
国
民
年
金
基
金
に

加
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
滋
賀
県
国
民
年
金
基
金

FREE DIAL

０
１
２
０‐

６
５‐

４
１
９
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ     

０
７
７‐

５
６
６‐

６
６
３
３

「
国
民
年
金
基
金
」で

公
的
年
金
の

お
受
け
取
り
に

プ
ラ
ス
を
！
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夏の陣×彦根　イベントスケジュール決定！

サマーナイトフェスティバル
 ＆ 彦根七夕まつり
７月30日㊏ 17：30～ 21：00
● 銀座・中央・登り町グリーン通り・リバー
　 サイド 橋本通り各商店街（荒天中止）

灯籠に送り火の灯りを入れ川に流し、先祖の
御霊を送ります。約千個の灯籠が水面に映え、
幻想的な風情が漂います。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303

ひこね万灯流し
8月6日㊏ 18：30～
● 芹川堤（芹橋付近）

彦根の夏のクライマックス。昭和35年に作
られた新民謡「彦根ばやし」に合わせて、ゆか
たやハッピ姿の市民が商店街を踊りながら練
り歩きます。
（公社）彦根観光協会　TEL.23-0001

約6,000発の花火が湖畔の城下町を彩ります。
数多くのスターマインがびわ湖の湖面を絵画
のように映しだします。特にラスト15分は圧
巻。息をもつかせぬスターマインの｢競演｣です。
（公社）彦根観光協会　TEL.23-0001

大空を翔ぶことを夢見た鳥人が全国から大集
合。工夫を凝らした機体と勇気ある飛行…。
真夏のびわ湖を舞台に、「鳥人間」たちの熱い
挑戦が今年も繰り広げられます。
彦根市観光企画課　TEL.30-6120

多くの屋台が軒を連ね、夏の夜の商店街が活気
にあふれます。楽しいゲームや七夕まつりの
様々なイベントも開催されます。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303
彦根商工会議所　TEL.22-4551

鳥人間コンテスト2016
７月30日㊏・31日㊐
● 琵琶湖　松原水泳場

スケジュールは当日の天候によって変更する場合があります。 荒天の場合は翌８月２日に順延予定

2016彦根大花火大会
8月1日㊏ 19：30～20：30
● 琵琶湖　松原水泳場

「“観光”産業による地域活性化」

2016.7.28（木） 受講無料・定員100名

【第２部】パネルディスカッション 15：15～16：30
　　　　　 テーマ       ： 「今、近江の観光に必要なものとは」
　　　　　 パネリスト：愛媛大学法文学部教授 胡光氏／滋賀県観光交流局局長 西川忠雄氏
　　　　　　                滋賀県立大学副理事長 堺井 拡氏／彦根市副市長 山根裕子氏
                      コーディネーター：彦根商工会議所会頭 小出英樹

受付 13：30 ～
会場 彦根商工会議所4階大ホール

１
２
０
年
前
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観
光
」ま
ち
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【第１部】基調講演 14:00～15:00
演題：「“観光”産業による地域活性化」
講師：愛媛大学法文学部教授　胡 光 氏

伊佐庭如矢研究の第一人者。九州大学大学院研究科博士
後期課程修了。福岡県立歴史資料館分館柳川古文書館
学芸員、香川県庁専門学芸員を経て2011年より現職。

問合せ  彦根商工会議所 TEL 0749-22-4551
           （ウェブサイトからもお申込みいただけます。http://www.hikone-cci.or.jp）

観光都市を創り上げる熱意と手法。伊佐庭如矢研究の第一人者である、愛媛大
学胡教授の講演とパネルディスカッション。
滋賀県、湖東・湖北地域、彦根市地域における、観光による地域活性化策を探る
と共に、観光産業で起業を目指す可能性を学ぶ。

H I K O N E p r e m i u m s e m i n a r s

道後温泉管理事務所蔵

井谷典子氏蔵

えべす ひかる

彦根ばやし総おどり大会
8月8日㊊ 17：30～ 21：00
● 銀座・中央・登り町グリーン通り・リバー
　サイド橋本通り各商店街（雨天中止）

ビジネスに！ 趣味に！
パソコン教室で愉しみながら学びましょう

パソコン教室専用電話 TEL.47-5066

　当所３階に常設の「パソコン教室」では、親切で爽やかな先生方から、高校生から最高齢
80歳の方まで老若男女様々な方がビジネスや趣味のために日夜学んでおられます。
　ビジネスシーンでも活用できるワード・エクセル講座が人気のコースで、日商PC検定
など各種資格取得も目指すことができます。
　また、最近スタートしたiPhone・iPadの活用方法を学習できる講座は、今までスマート
フォンやタブレット端末を触ったことがない方、年配の方でも安心して使いこなすことが
できると好評です。
　当所会員事業所は機器使用料が割引になりお
得です。教室見学＆説明会は随時実施中です。
詳しくは当所折り込みのチラシをご覧いただき
お電話ください。

ノスタルジックな雰囲気の中、ステージイベントや屋
台でにぎわうほか、ゆかた姿での参加者は、豪華景品が
当たるお楽しみ抽選会に参加いただけます。
本年は「ニコニコ町会議」とコラボで開催します。「ニ
コニコ町会議」はインターネット動画共有サービス「ニ
コニコ動画」の一大イベント「ニコニコ超会議」で人気

を博したコンテンツを地元夏祭りとコラボして再現
するほか、地域の魅力のPRも行う移動式学園祭です。
イベントの様子は「ニコニコ動画」により生放送でネッ
ト配信します。今回は「彦根ゆかたまつり」と連携して
様々なジャンルのニコニコユーザーが参加します。

彦根商工会議所　TEL.22-4551

彦根ゆかたまつり
7月17日㊐ 15：00～ 21：00
● 夢京橋キャッスルロード界隈

経営にすぐ役立つ簿記講座
個人事業所を対象に 好評につき今年も８回シリーズで開講！

　当所中小企業相談所と公益社団法人彦根納税協会の共
催により「経営にすぐ役立つ簿記講座」を、今年も全８回
シリーズにて開講します。個人事業所を対象に、損益計算
書・貸借対照表を作成し、65万円の青色特別控除を受け
ていただくために必要な「複式簿記」の習得を目指し、税
理士がわかりやすく解説いたします。日常の記帳事務に
すぐ役立てて頂ける実務講座です。初心者の方でも気軽
にご受講ください。

開催期間　平成28年７月13日（水）～９月７日（水）
                          の計８日間 （ いずれも18時30分～ 20時30分）
開講日　　7月 13日．20日．27日
　　　　  8 月 3日．10日．24日．31日
　　　　  9 月 7日  （いずれも水曜日）
講　師　　   山﨑 良光 税理士（近畿税理士会彦根支部所属）
受講料　　   当所・納税協会いずれかの会員事業所 無料／

　　　　  他事業所及び一般の方 2,000円
定　員　　  30人（開催場所   彦根商工会議所 会議室）

問合せ 彦根商工会議所 TEL 0749-22-4551 
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彦根で生まれて今年で59周年。
平和堂はこれからも「地域社会
のお役に立つ会社」であり続け
るために、より一層努力をしてま
いります。

テーブルウェアのイノベーター
として、「モダン＆シンプル」を
デザインコンセプトとして、世界
のマーケットに挑戦しています。

淡海の食文化を追求し、その恵み
をかたちにすることで地域社会
に貢献できるよう努力しており
ます。

私達は美しい自然環境を守るた
めに、当社のビジネス活動を通
じて、現在と未来の地球に貢献
します。

彦根城築城410年祭の成功を願
うと共に、ひこにゃんがこれから
の10年、グローバルに働くため
に必要な地域環境のチェンジ、そ
してチャレンジに務めます。

各地　商工会議所の地域発コンテ
ンツが注目されています。職員
個々がテーマをしっかり押さえ、
事業に取り組んで参ります。

暮らしを支える水道のバルブ
メーカーとして、持続可能な水道
システムの確立に向けて、創意工
夫のものづくりで応えていきま
す。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

ひこね国体があります。私はス
ポーツの町として、ハンドボール
の強化をお願いして、市民が一つ
になりハンドボールのまちひこ
ねに。
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暑中お見舞い申し上げます。
夏の強い日差しの反射を和らげ、
室内の調湿作用もある木材を
ぜひ使ってみてはいかがでしょ
うか。

昔も今もお仏壇なら永樂屋。伝
統を守りつつ、次世代に向けたお
仏壇造りにも挑戦していきます。
「お仏壇はご家族の心を継ぐ結び
目です」

キリンビールは、一番搾り滋賀づ
くりなど、地域の皆様に親しんで
いただける商品を開発・発売し、
地域に根づく企業を目指します。

お取引先様のメッセージを、印刷
はもとよりウェブサイト・スマ
ホアプリなど様々なメディアで、
お客様へお伝えします。

彦根で創業を始め83年目。今
ではシートベルトのパイオニア
として世界の車に製品を供給。
お子様を守るチャイルドシート
も販売しております。

伝統に裏付けられた技術をベー
スに夢を形にするのが私たちの
仕事です。「笑顔に逢いたい」を
モットーに地域の皆様に貢献い
たします。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

「人と緑を技（ぎじゅつ）でつな
ぐ」という使命感を持って、心の
ゆとりと安らぎを提供すべく、こ
れからも庭造り・街創りに取り
組んでいきます。

平成３年創業。お客様から喜ば
れ、感謝される仕事の創造を軸
に、総合不動産業として、安心と
安らぎの生活空間を提供してお
ります。

和紙の専門メーカーとしてイン
テリア和紙をはじめ襖紙・壁紙
など豊富な経験を生かしたご提
案ができます。お気軽にご相談
ください。

湖国の食卓に守られて百有余年。
豆腐作り一筋、皆様のおかげで
107年目を迎えることができま
した。これからもご贔屓に。
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暑中お見舞い申し上げます。
平素は格別のお引立てにあず
かり心より御礼申し上げます。
炎暑厳しき折、皆様のご健勝を
お祈り致します。

11 彦根商工会議所通信 vol.28 不易流行 10

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
会
順（
平
成
28
年
６
月
24
日
現
在
）



小
林 

武

常
議
員

小
林
製
菓
舗

店
主

彦
根
市
佐
和
町
６-

５

℡ 
２
２-

１
０
６
２

大
塚 

恵
昭

常
議
員

㈱
パ
リ
ヤ

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
７
２-

２

℡ 

２
２-

０
１
４
６

上
田 

健
一
郎

常
議
員

㈱
千
成
亭

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
平
田
町
８
０
８

℡ 

２
６-

２
２
９
９

片
岡 

哲
司

常
議
員

㈲
双
葉
荘

味
覚
の
宿 

双
葉
荘

代
表
取
締
役

彦
根
市
松
原
町
綱
代
口
１
３
７
７

℡ 

２
２-

２
６
６
７

石
原 

成
郎

常
議
員

石
原
産
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

彦
根
市
西
今
町
品
井
戸
５
５-

１

℡ 

３
０-

０
８
０
０

一
圓 

泰
成

常
議
員

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

代
表
取
締
役

彦
根
市
佐
和
町
６-

１
５

℡ 

２
２-

７
６
８
１

野
坂 

喜
則

常
議
員

野
坂
税
理
士
事
務
所

所
長
税
理
士

彦
根
市
和
田
町
２-

１
１

℡ 

２
２-

３
７
５
７

木
村 

泰
始

監
事

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
㈱

代
表
取
締
役

土
田 

博
士

常
議
員

㈱
滋
賀
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
銀
座
町
３-

１
０

℡ 

２
２-

３
１
０
１

沼
尾 

護

常
議
員

滋
賀
中
央
信
用
金
庫

理
事
長

彦
根
市
中
央
町
５-

９

℡ 

２
２-

７
７
２
３

彦
根
市
京
町
１
丁
目
３-

１

℡ 

２
３-

９
１
２
３

昔ながらの味を守り続けて。
笑顔の中心におまんじゅうを。
只今、改装中。９月10日オー
プン時にはよろしくお願いし
ます。

彦根地区でオンリーワンのスー
パーマーケットを目指して、鮮度
と味の良さを磨き上げていると
ころです。ご来店をお待ちして
おります。

この夏最高の時を共有したい。
千成亭では個性豊かな７つの飲
食店を展開し、彦根で培われた
和牛の伝統と食文化をお届けし
ます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

おかげさまで中国料理龍鱗は創
業37周年を迎えました。宴会の
ことなら当店にご用命ください。
中華の神髄を手頃な価格でご賞
味頂けるよう努めております。

激変の観光マーケットを先読み
しながら、北海道～沖縄まで170
の拠点で日夜フォトサービスに
て生成発展して行きます。

「地域の成長なくして、当行の成
長なし」との普遍の信念のもと、
お客さまのお役に立てるように
活動を展開してまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
『より身近で、より便利に』をモッ
トーに地域社会の成長と発展に
努めて参ります。

税務（法人税・所得税・消費税・
相続税）の相談・申告及び会計の
指導・代行を行います。

作業現場の安全と合理化に役立
つ圧縮空気利用の機器（ポンプ、
掃除機、送風機等）や非常災害時
用手動ポンプを製造しています。

大
西 

和
弥

常
議
員

彦
根
観
光
バ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
稲
里
町
６
１
９-

５

℡ 
４
３-

５
７
１
１

ふれあい楽しい日本の旅！ 安全
運行を常に、心のこもった接客
サービスを提供し、地域に貢献で
きる健全な企業を目指します。

彦
根
市
高
宮
町
２
１
１

℡ 

２
２-

８
１
１
１

田
中 

寿
信

監
事

㈱
田
中
家
石
材

代
表
取
締
役

彦
根
市
高
宮
町
１
０
８-

１

℡ 

２
２-

５
８
８
８

内
田 

博
文

議
員

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

彦
根
事
業
所

事
業
所
長

彦
根
市
高
宮
町
４
８
０-

１

℡ 

２
４-

８
３
０
０

土
沢 

健
一

議
員

㈱
ナ
ツ
ハ
ラ

代
表
取
締
役

犬
上
郡
豊
郷
町
大
字
八
町
８
０
３

℡ 

３
５-

３
３
４
５

平
居 

敏
彦

議
員

㈱
清
水
合
金
製
作
所

専
務
取
締
役

木
ノ
内 

理
博

議
員

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

ビ
ュ
ー
テ
ィ・リ
ビ
ン
グ
事
業
部

彦
根
工
場  

工
場
長

彦
根
市
岡
町
３
３

℡ 

２
７-

０
４
２
４（
代
）

廣
瀬 

一
輝

議
員

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱

取
締
役
会
長

宇
都
宮 

靖
雄

議
員

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱ 

Ｂ
ｉｇ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

常
務
執
行
役
員
・
総
務
本
部
長

彦
根
市
宮
田
町
５
９
１-

１

℡ 

３
０-

７
１
１
１

熊
川 
忠

議
員

㈱
滋
賀
原
木

専
務
取
締
役

彦
根
市
西
沼
波
町
１
７
５-
１

℡ 

２
２-

４
７
７
１

井
上 

和
明

議
員

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場

工
場
長

平
塚 

克
則

議
員

マ
ル
ホ
㈱
彦
根
工
場

工
場
長

彦
根
市
芹
川
町
４
３
６

℡ 

２
３-

２
０
２
０

彦
根
市
東
沼
波
町
９
２
８

℡ 

２
３-

３
１
３
１

彦
根
市
高
宮
町
２
７
６
３

℡ 

２
３-

５
５
４
１

おかげさまで創業100年。当社
は、祀り事の具体的な方法をはじ
め、お墓の新規・改祀、墓地のご
紹介等のご相談、お手伝いをさせ
て頂きます。

本社機能がある当事業所でエレ
ベータの研究開発や生産を担っ
ています。彦根から世界に「安全・
安心」な製品の提供に努めます。

水道は重要なライフラインの１
つです。当社は水道用バルブを
世の中に提供することにより、社
会に貢献し続けていきたいと考
えています。

昭和37年操業以来、ウェルネス
家電をご提供しています。今後
もお客様や地域の皆様との絆を
深め、ご満足頂ける商品創出に努
めます。

おかげさまで創業93周年。オン
リーワン企業をめざす当社に、油
圧機器、高水圧バルブをご用命く
ださい。
暑中お見舞い申し上げます。

平
井 

一
之

議
員

㈱
ナ
イ
キ
彦
根
工
場

取
締
役
工
場
長

彦
根
市
彦
富
町
７
７
３-

１

℡ 

４
３-

３
１
３
１

オフィス空間の専業メーカーと
してクリエイティブなオフィス
の提案により「ぴったりやさし
いいきいき空間」をご提供いた
します。

スクリーングループは、創業精神
である“思考展開”“志高転改”“５
S”を信条とし、研究開発型企業
として事業展開しています。

ねじ製造販売・鋼製土木建材販
売工事・鉄骨加工・橋梁製作・ク
レーン揚重業・一般貨物自動車
運送事業
暑中お見舞い申し上げます。

昭和37年創業以来、木材・建材
の販売を中心に、住宅相談窓口
「じゅうmado」など、地域に根ざ
した事業を展開しています。

彦根工場は操業開始後、48年を
迎えました。引き続き関西・中京
圏のお客様の足元を支える安全・
安心なタイヤを供給してまいり
ます。

マルホ㈱彦根工場は医療用外用
剤の国内トップクラスの生産量
を誇りとし、安心・安全な医薬品
をお届けします。
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木
川 

英
樹

常
議
員

㈱
公
益
社

代
表
取
締
役

彦
根
市
西
今
町
９
３
９

℡ 

２
２-

５
０
０
０

私たち公益社グループは、「人
と人の心の結びつき」を基本に
「ご家族の想い」を一番に考えた
葬祭サービスを提供してまいり
ます。

船
谷 

昭
夫

議
員

大
阪
ガ
ス
㈱
滋
賀
東
支
社　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
地
区
支
配
人

彦
根
市
大
東
町
１
２-

１
１

℡ 

２
２-

９
４
０
１

ガ、スマート！ご家庭から産業用
まで、天然ガスと電気もお送りし
ます。省エネで安心・安全なまち
づくりを目指します。



宮
原 

憲
治

議
員

日
立
化
成
㈱
彦
根
事
業
所

事
業
所
長

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
８
０
０

℡ 
２
８-

１
３
１
１

当社は、未知の領域に踏み出す
チャレンジ精神をもって、化学
を超えた「新たな価値」を創造
し、社会やお客様の期待を超え
る「驚き」を実現します。

宮
脇 

国
雄

議
員

美
成
産
業
㈱

代
表
取
締
役
専
務

安
井 

満
雄

議
員

ア
ケ
ボ
ノ
特
機
㈱

相
談
役

彦
根
市
芹
川
町
５
９
３-

１

℡ 

２
２-

７
９
０
３

森
原 

勇
治

大
久
保 

泰
嗣

議
員

大
久
保
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
２
７-

１

℡ 

２
２-

２
６
０
２

奥
田 

秀

議
員

㈱
伊
藤
組

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

２
１

℡ 

２
４-

６
５
０
０

安
澤 

邦
彦

議
員

ヤ
ス
ザ
ワ
建
築
設
計
事
務
所

代
表

彦
根
市
立
花
町
２-

２

℡ 

２
４-

３
３
３
３

山
脇 

秀
介

議
員

滋
賀
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
３
０
０-

９

℡ 

２
２-

３
２
２
８

三
須 

宏
一
郎

議
員

丸
三
不
動
産
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
大
東
町
１
３-

６

丸
三
ビ
ル
２
階

℡ 

２
３-

０
３
０
３

土
居 

誠

議
員

㈱
新
栄
管
工
業

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
９
１
９

℡ 

２
２-

２
４
７
９

早
川 

隆
士

議
員

早
川
工
芸
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
西
沼
波
町
３
３-

１

℡ 

２
２-

１
４
９
３

杉
本 

定
幸

議
員

㈲
杉
本
塗
装

代
表
取
締
役

梅
本 

正
和

議
員

金
城
測
量
設
計
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
正
法
寺
町
７
７-

４

℡ 

２
２-

２
５
９
８

彦
根
市
後
三
条
町
１
３
８

℡ 

２
２-

０
３
７
１

議
員

㈱
森
原
工
務
店

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
７
８
０-

１

℡ 

２
２-

３
４
５
６

彦
根
市
金
剛
寺
町
６
８-

３

℡ 
２
８-

０
２
５
４

当社は下着のネット販売をして
います。アイテム、サイズやカ
ラーも豊富に取り揃えています。
是非お気に入りの商品を見つけ
てください。

我社は映像・音響システムをお客
様にご提案させていただきます。
多くの実績経験を活かしお客様
に満足していただける事が私達
の目標です。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

日常生活に最も重要な水と空気
を扱う設備工事を営んでおりま
す。未来の低炭素社会を築くた
め、技術の研鑚に努めています。

看板の事なら当社にご相談くだ
さい。確かな技術でご満足いた
だける製品を設計・施工まで、ご
提供させていただきます。

創業60年地元で塗装工事をし
ています。住宅・ビル・アパー
ト等の内外装を行ってますの
でよろしくお願い
します。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

暑中お見舞い申し上げます。
弊社では、節電のためクールビ
ズを実施しております。ご来社
の際は是非とも軽装でお越しく
ださいませ。

創業明治25年。地域社会の繁栄
に貢献出来る企業づくりに「心
を高め、弛まぬ努力」を致します。

建物の個々のテーマを、自然の恵
みを大切に、工学技術と美しさを
融合させて具現すべく、日々誠心
誠意取り組んでおります。

暑中お見舞い申し上げます。
「誠実」かつ皆様の信頼にお応え
できる企業を目指します！

当社は、分譲宅地販売・土地の売
買・賃貸等を中心に営業させて
いただいております。土地に関
することでしたらお気軽にご相
談ください。

小
椋 

政
昭

議
員

㈱
政
所
園

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
３-

１
５

℡ 

２
２-

０
７
１
７

田
中 

幸
一

議
員

㈱
田
中
電
機
商
会

代
表
取
締
役

彦
根
市
旭
町
６-

２
２

℡ 

２
２-

０
５
４
６

中
島 

久
善

議
員

㈱
中
島
商
事

代
表
取
締
役

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
７
３
５

℡ 

２
５-

０
３
３
４

藤
田 

武
史

議
員

㈲
い
と
重
菓
舗

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
３-

３
７

℡ 

２
２-

６
０
０
３

杉
本 

剛
郎

議
員

ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｓ
．Ｋ

代
表
者

彦
根
市
銀
座
町
２-

３
０

℡ 

２
２-

６
４
３
４

北
川 

直
廣

議
員

㈱
花
廣

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
錦
町
２-

１
６

℡ 

２
２-

１
５
７
８

大
菅 

良
治

議
員

㈱
大
菅
製
菓

代
表
取
締
役

彦
根
市
中
央
町
４-

３
９

℡ 

２
２-

５
７
２
２

細
江 
正
人

議
員

㈱
天
晨
堂

会
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
３
７

℡ 

２
４-

２
１
１
２

安
居 

秀
泰

議
員

ト
ラ
ヤ
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
銀
座
町
５-

４

℡ 

２
２-

５
８
２
１

樋
口 

久
雄

議
員

㈲
銀
水

取
締
役

彦
根
市
旭
町
９-

５

℡ 

２
２-

０
９
１
９

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

直輸入・ライセンスの逸品、有名
ブランドを取り揃えて貴女のオ
シャレのお手伝いをしておりま
す。御来店お待ち申し上げます。

暑中お見舞い申し上げます。
夢京橋店を７月６日より装いを
一新してオープンします。どう
ぞご愛顧賜りますようよろしく
お願いします。

期間限定で一件あたり5,400円
以上の商品配送の送料無料キャ
ンペーン中です。御中元には彦根
と共に二百年の当店の御菓子を
どうぞ。

暑中お見舞い申し上げます。
低炭素社会の実現に向けた人に
も地球にもやさしいエレクトロ
ニクスをご提案してまいります。

“花はまごころ”
冠婚葬祭を問わず重宝な胡蝶蘭
鉢には、特別こだわって取り揃
えております。お気軽にご相談
ください。

地元彦根を代表する銘菓三十五
万石の菓心おおすがです。これ
からも真心込めた手作りの味を
皆様へお届けします。

あなたの本棚天晨堂では、ビバシ
ティB.C、ミナミ書店共店頭にな
い本は最短中１日でお取寄せ可
能です。詳しくは各店でお尋ね
ください。

1953年創業以来「ありがとうご
ざいます」をモットーにお客様
にご満足いただけるように努力
してまいります。

銀水では旬の食材を取入れ、お客
様に喜んで戴けるよう日々努力
を致しております。ご来店お待
ち申し上げます。

馬
場 

美
智
子

議
員

㈱
フ
レ
ー
バ
ー

代
表
取
締
役

彦
根
市
銀
座
町
４-

１
９

℡ 

２
２-

２
８
０
０

おかげさまで創業50余年。和洋
懐石（予約制）、出張パーティー、
弁当の仕出し、味との出会い、心
をこめたおもてなしで満足いた
だける様努めます。
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髙
尾 

栄
一

議
員

平
和
観
光
開
発
㈱

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

常
務
取
締
役
支
配
人

彦
根
市
鳥
居
本
町
２
９
５
８

℡ 
２
４-

４
１
５
１

交通アクセス抜群！各地から集
まるコンペなら当コースが絶対
おすすめ。企業の親睦や同窓会・
ＯＢ会のゴルフコンペにぜひご
利用ください。

上
田 

豊
弘

議
員

㈲
千
乃
吉
ぽ
う

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
１
１-

２
５

℡ 

２
７-

２
９
２
９

宮
川 

基
司

議
員

㈱
伊
勢
幾

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
４-

２
３

℡ 

２
２-

０
０
６
３

村
田 

充
司

議
員

㈱
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

中
川 

房
幸

議
員

彦
根
貨
物
運
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
後
三
条
町
１
４
１

℡ 
２
２-

５
９
３
８

和
田 

旱
子

議
員

彦
根
急
送
㈱

代
表
取
締
役

犬
上
郡
多
賀
町
中
川
原

石
塚
５
３
１-

１

℡ 

２
２-

２
０
３
９

猪
飼 

弘
実

議
員

㈲
猪
飼
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役

彦
根
市
八
坂
町
２
０
０
０-

１

℡ 

２
３-

３
２
８
０

鈴
木 

則
成

議
員

鈴
木
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
５
０-

３

℡ 

２
４-

０
６
５
６

田
中 

伸
幸

議
員

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
佐
和
町
６-

９

℡ 

２
３-

２
１
１
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暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

焼肉ダイニング千乃房では個体
識別番号をもった近江牛の焼肉
や創作料理がお楽しみ頂けます。
生ビールのサーバー席を今夏お
得に提供中！

まごころのお料理を心やすらぐ
和の空間で。大切な方のおもて
なしから大小各種ご宴会、ご家族
の団らんにとお気軽にご利用く
ださい。

私たちは、超高齢社会で果たす役
割を自覚し、住み慣れた地域で
その人らしい生活ができるよう、
安心と幸せを提供しています。

おかげさまで創業60余年。地域
に根ざした運送会社として、安
全・確実に顧客ニーズに対応で
きる輸送サービスを提供してま
いります。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

常に安心・安全を考え、お客様に
満足頂けるクルマ造りを目指し
て日々頑張っています。お気軽
に当店へお立ち寄りください。
お待ちしています。

当店は、ベルロード沿いにて営業
をしております。安心安全、事故
の無い彦根を目指して、お客様と
共に日々努力しております。

「関西をもっと元気に！」を合言
葉に、関西のマザーバンクとし
て、「お客様に選ばれる銀行」を
目指してまいります。

資産運用の第一歩はダイワの
ＮＩＳＡから。笑顔とまごころで
皆様のご来店をお待ちしており
ます。
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「安全・安心」を第一に、お客さま
に快適なサービスをご提供でき
ますよう、社員一同さらなる努力
をしてまいります。
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彦根仏壇事業協同組合
彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階

ＴＥＬ ２４-４０２２

公益社団法人 彦根青年会議所

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２２-７５２２

理事長 宮脇國雄・副理事長 小林 守
副理事長 佐々木正幸・専務理事 田澤秀夫

ひこね繊維協同組合

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所一階
ＴＥＬ ２２-４７６９

理事長  安居輝人

彦根ロータリークラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２３-２１０１

会長 宮川基司・幹事 本庄秀樹

彦根シャトーワイズメンズクラブ

彦根市銀座町２-２４ 高嶋屋ビル４F
ＴＥＬ ２２-００１０

会長 山内 勉

彦根金亀ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-０２８９

会長 山本賢司・幹事 水谷勝彦 ・会計 北村 勇

彦根ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-２２５１

会長 藤田秀樹・幹事 大澤隆令・会計 岸邉由朗

彦根南ロータリークラブ

彦根市小泉町 160 番４号
ＴＥＬ ２３-２１０２

会長 西山憲和・幹事 田中寿信

R

「お客様の繁栄が我々の喜び」を
経営理念に税務申告だけでなく、
各種提案業務を専門特化した
スタッフがお手伝いさせて頂き
ます。

生命共済制度・福祉共済制度（経
営者保険）の普及推進に努め、会
員事業所各位様の経営基盤の強
化に貢献してまいります。
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共同配送・運行の実施、反復梱包
資材の開発、環境配慮車両導入や
エコドライブ活動など循環型社
会の実現を推進いたします。

地域団体商標

地域社会奉仕団体



暑中お見舞い申し上げます。
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中
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職
員
一
同

彦 根 金 融 協 議 会
滋賀銀行・りそな銀行・大垣共立銀行・関西アーバン銀行・

商工組合中央金庫・滋賀中央信用金庫・京都銀行

◇８月3日（水）～5日（金）

万灯祭
8/4（木）
■ウルトラタワー（滋賀出身バンド）
　①18：30～ ②19：30～ ③20：30～
■多賀音頭 20：00～

8/5（金）
■ものまねマジック 太田圭亮
　①18：30～ ②19：30～
■延年風流（近江猿楽 多賀座） 20：00～

8/3（水）
■魔法つかいプリキュア！ショー
　①18：30～ ②20：30～
■BIRTH（バース） 19：30～

毎夜■本殿祭・神楽
19：00～ 境内の提灯に一斉点灯

URL http://www.tagataisya.or.jp/　e-mail info@tagataisya.or.jp TEL.48-1101（代）

おお  た  けいすけ
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〒520-8513 大津市梅林1-3-10 滋賀ビル4階
☎077-522-1099

協会けんぽ
ご加入の事業主様へ

協会けんぽ
ご加入の事業主様へ

保健グループ

事業者健診結果データ提供のお願い事業者健診結果データ提供のお願い事業者健診結果データ提供のお願い
　平成20年４月から、協会けんぽ等の医療保険者に対し、メ
タボリックシンドロームに着目した特定健康診査及び、メタ
ボリックシンドロームの該当者や予備群の方々に対し特定
保健指導の実施が義務付けられました。この「特定健康診査・
特定保健指導」には目標値が設定され、実施率によっては、保
険料が上昇する恐れがあります。

　特定健康診査の健診項目は、労働安全衛生法に基づく健康
診断（事業者健診）の項目に含まれているため、この健診を受
診された方は、協会けんぽが実施する特定健康診査を受診し
ていただく必要はありません。協会けんぽが特定保健指導を
行うにあたり、事業主様に対して、事業者健診の結果データ
の提供をお願いしています。
　何卒ご理解のうえ、ご協力を賜りますよう、宜しくお願い
いたします。

事業主様
労働安全衛生法に基づく健康診断を実施

40歳～74歳

協会けんぽにご加入の
事業所様が対象です。

★事業者健診結果データを
　ご提供いただきますと
特定保健指導を無料で
ご利用いただくことができます！

健診は
事後処置が

命
です

お問い合わせ

そ
こ
で

75歳～～39歳

ご提供いただきたいデータはこの方々です！！

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑬

井伊直憲と井伊谷宮
　「開国の元勲」、或いは「国賊」、
日本の歴史において井伊直弼
ほど評価が分かれる人物もいな
い。そのイメージは、ある人々に
よって創られ、巧みに利用されて
きた。現在でも、立場や主義、生
まれた場所によって、様々な歴
史観がある。彦根藩は京都守
護であるという自負もあり、直弼
への違勅（国賊）という攻撃は、
井伊家の人々、彦根の人たちに
とっては疼きの源なのかもしれ
ない。
　さて、井伊直憲は、直弼の
次男として嘉永元年（1848）
に江戸で生まれた。安政７年
（1860）３月３日、｢桜田門外の
変｣。直憲、この時13歳。４月
28日、彦根藩主に就任。傷つい
た直弼（彦根藩）の誇りを回復
しようとする努力は、直憲に始
まったと言っても過言ではない。
困難な時代を乗り切り、未来へ
の決断をしてきたのだ。
　「文久の幕政改革（文久2年・
1862）」で彦根藩は、まず、苦渋
の決断を迫られる。直弼の側近
であった長野主膳と宇津木六
之丞の斬首、家老木俣清左衛
門と庵原助右衛門を処罰するこ

とにより、譴責を免れようとした
が、井伊家に対し京都守護の解
任、10万石削減が命じられた。
幕閣として直弼が行った「無勅
許調印」や「安政の大獄」の政
治責任を彦根藩井伊家が一身
に負うことになった。
　徳川の先鋒でもなければ京
都守護でもなくなった彦根藩は
以後、失った領地10万石を取
り戻し、誇りを回復するため、幕
府の命令に従い懸命に戦う。文
久３年（1863）の天誅組鎮圧、
元治元年（1864）水戸天狗党
の鎮圧、慶応２年（1866）第２
次幕長戦争においては長州(山
口県)と芸州（広島県）の国境、
小瀬川まで軍隊を送っている。
この間に彦根藩は３万石を回復
する。
　慶応3年（1867）、王政復古
の大号令と共に徳川幕府は終
焉を迎え、慶応４年（1868）、鳥
羽伏見の戦闘で、戊辰戦争の
火蓋が切られた。この時にあた
って、彦根藩内には、徳川の恩
顧に報い徳川方につくべきとい
う意見もあったが、井伊直憲は
藩論を統一して、「大義名分に
奉じる」と決したのである。大義

を負担し、その他の経費は、井伊
谷の人々が木材、労力などを提
供し、明治新政府の支出は全く
なかったという。」
　「宗良親王の墓所、御宮を建
立することが折柄の王政復古の
流れに沿うものと、ひたすら家格
の回復と逆賊の汚名挽回を至
上命令として苦難の途を歩んだ
姿を見ることが出来る。」
　井伊谷宮は、井伊谷龍潭寺
のすぐ近くにある。来年1月スタ
ートのNHK大河ドラマ『おんな
城主直虎』で注目を集めること
だろう。井伊谷宮から直憲に想
いの及ぶ人は果たしてどのくら
いいるだろうか。
　彦根藩は戊辰戦争において
「官軍」側に立ち戦ったとはいえ、
明治政府の中軸を担った薩長
両藩、とくに吉田松陰門下を中
心とする長州藩出身者たちの宿
怨の対象となっていく。それが
直憲が生きた時代だ。
　井伊直憲に関しては改めて、
近代の彦根を創った人物として
とりあげてみたい。

名分とは京都守護ということで
ある。このことは、井伊家が直政
以来内命を受け、代々受け継ぎ、
且つ諸藩も認知してきた事であ
った。幕府が政権を返上した今、
徳川方を離れ、朝廷に遵うと決
したのだ。
　戊辰戦争という日本を二分し
た内乱は、敗れた旧幕臣や佐幕
諸藩の出身者たちに、その後の
明治社会を不利な状況のなか
で生きることを強いた。
　『彦根開府四百年記念出版 
彦根藩最後の藩主井伊直憲』
（彦根史談会）に、次のことが記
されている。
　「（明治元年）十一月廿九日、
直憲は遠江国引佐郡井伊谷村
にある宗良親王の御墳墓を修
繕し、社殿を創設せんことを志
し、其旨を朝廷に出願す。」
　「これを受けて、井伊氏の特
別な由緒をもって修理修復の手
伝いを命ずるとの指示があった。
しかし実質的には井伊家が全
て責任をもつということになっ
た。」
　「造営に要した経費は一万三
千六百四十四両余であったが、
この内井伊家は一万三千余両

■参考文献
『井伊直弼』母利美和・吉川弘文館（2006年）
『新修彦根市史 第三巻 通史編 近代』（2011年）
『彦根市史』下冊（1964年）
『彦根藩最後の藩主井伊直憲』彦根史談会（2001年）

井伊谷宮 2016.06.09撮影
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地域経済データ
湖東地域の景況感は再びマイナス水準に低下

しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

景況感は、再びマイナス水準に低下
　今回の調査期間（2016年４－６月期）での湖東地域の自社の業
況判断ＤＩは－11だった。前回（16年１－３月期：±０）から11ポ
イント低下し、再びマイナス水準となった。県全体（－13）との比較
では、２ポイント上回った。
　「良い」理由としては、「売上は横這いながら利益は1.5倍になっ
た」（小売）、「新規受注売上増加」（卸）などの意見が見られた。一方
で「高額商品の売上低下」「既存店売上前年比伸び低下」「原料高騰
による値上げで客数が減少」（小売）、「４月後半以降売上が前年を
下回る」（サービス）、「消費増税反動減、市場の変化、売上単価の下
落等により、前期売上が18.5％減少、今もこの下落傾向は続いて
いる」（木材・木製品）など、厳しい意見が多かった。
　３カ月後は更に11ポイント低下の－22とマイナス幅が拡大、県全
体（－17）を下回る見通しを示した（図表１）。

仕入価格DI上昇も販売価格DI低下
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩは－14と前回
（＋５）から19ポイント低下し再びマイナス水準となった。見通しは
－８とやや改善するが、マイナス水準のままである。販売価格は前
回（＋３）から６ポイント低下し－３と再びマイナス水準になった。
仕入価格は大幅に上昇（＋５→＋23）しており、価格転嫁が進捗し
ていない状況だ。経常利益は大幅に改善（－10→＋８）した。製・
商品の在庫（＋５→＋６）はほぼ横ばい。生産・営業用設備は前回
（－８）から８ポイント上昇しもちあいとなった。雇用人員は前回（－
23）から10ポイント低下し－33と不足感が強まった（図表２）。県
全体（－18）と比較し、湖東地域は雇用人員の不足感が強いようだ。

設備投資実施は減少
　今回の調査期間（16年４－６月期）内に設備投資を実施した（す
る予定）企業の割合は、湖東地域では45.9％で、前回調査（16年１
－３月期）52.5％より低下するも、県全体（44％）をやや上回った。
　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容をみると、「生産・
営業用設備の更新」「車両の購入」（ともに47.4％）が同率でトップ。
次いで、「ＯＡ機器の購入」（36.8％）となった。いずれも県全体を
上回った（図表３）。
　なお、来期（16年７－９月期）に設備投資を実施する企業の割合
は、湖東地域では40.0％と低下するが、県全体（37.1％）を上回る
見通しだ。

賃上げの実施率は６割を超えるも
県全体を下回る
　今年４月１日から来年３月31日までの１年間における“賃上げ
の実施状況（予定を含む）”は、湖東地域で「定期昇給、ベース
アップの両方」が17.1％、「定期昇給のみ」が45.7％だった。両
者を足した「賃上げをする」合計では62.8％となり、６割以上の
企業が賃上げを実施する予定だが、県内全体（67.0％）と比較
すると見劣りする結果となった。
　業種別にみると、「賃上げをする」の合計の割合は、湖東地域
の製造業で68.8％と、７割近くとなったものの、県全体の製造
業（71.7％）に比べ2.9ポイント下回った。非製造業でも57.9％
と6割近かったが、県全体の非製造業（63.4％）より5.5ポイン
ト低くなった（図表４）。
　賃上げについては、「業績改善から1年程は内部留保を高め、
賃上げはそれ以降にする予定」（卸売業）、「昨年度は管理職の
復職枠を引き上げたが、今年はなし。職務給の賃上げ額は昨年
より若干高くした」（小売業）、「１人当たり平均賃金は引き上げ
ていく予定だが、あくまで業績による」（サービス業）などの意見
がみられた。

ボーナス支給額「増やす」が２割
　湖東地域の企業の今夏の“ボーナスの支給予定”は、「支給す
る」の割合は87.9％で、県内全体（79.2％）に比べ＋8.7ポイン
トと大きく上回った。
　業種別にみると、製造業では81.3％と８割を超え、県内全体
の製造業（78.4％）を2.9ポイント上回った。さらに非製造業で
は94.1％と９割を超え、全体の非製造業（79.8％）を14.3ポイ
ントも上回る結果となった（図表５）。

　“１人当たりのボーナス平均支給額”は、「増やす」が21.9％で、
「減らす」（6.3％）を大きく上回った。　
　業種別にみると、製造業と非製造業では「増やす」がそれぞ
れ18.8％、25.0％に対し、「減らす」はそれぞれ12.5％、0.0％
と、特に非製造業で「増やす」が「減らす」を大幅に上回った。
また、湖東地域の特徴として、「増やす」企業の割合は非製造業
が製造業を大きく上回って県全体とは逆の傾向となっているこ
とも挙げられる（図表６）。
　具体的な“ボーナス支給予定額”をみると、湖東地域の１人当
たりのボーナス支給額は421,756円（月平均給与の1.50カ月）。
前年比＋0.8％となった。県内全体（412,934円、同－0.3％）と
の比較では金額、伸び率とも全体を上回った（図表７）。

　ボーナスの支給については、「従来は決算に応じて年１回とし
ていたが、雇用問題等の改善も考慮に入れ、年に２回の支給を
検討」（サービス業）、「これまでどおりの判断で支給する」（卸売
業）などの意見がみられた。

（寄稿：㈱しがぎん経済文化センタ－）

㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2016年第２四半期（４－６月期）」の調査では、937社を対象に328社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・愛荘町・豊郷町・
甲良町・多賀町）からの回答は37社だった。

（見通し）
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図表１ 自社の業況判断ＤＩの推移(湖東地域）

当期ＤＩ 当期ＤＩ

（県全体）

かなり良い やや良い やや悪い かなり悪い

（ｎ＝35）

11年3月

東日本大震災

14年4月

消費税率８％

12年12月

政権交代

15年
7－9月期 10－12月期

16年
1－3月期 7－9月期

前回 見通し

売上 （増加－減少） -5 -2 5 -14 ( -13 ) -8 

経常利益 （増加－減少） -7 -12 -10 8 ( -18 ) 3

製・商品の在庫 （過大－不足） -2 8 5 6 ( -5 ) 0

販売価格 （上昇－下落） 0 -10 3 -3 ( 0 ) -8 

仕入価格 （上昇－下落） 26 38 5 23 ( 13 ) 12

生産・営業用設備 （過剰－不足） -5 -5 -8 0 ( 0 ) -6 

雇用人員 （過剰－不足） -25 -38 -23 -33 ( -23 ) -33 

※（）内の数値は前回調査時点での４-６月期の見通し

図表２ その他のＤＩ項目（湖東地域）

項目

16年
4－6月期

今回（※）

41.1

25.3

20.9

24.7

13.3

17.7

7.0

6.3

8.2

47.4 

47.4 

36.8 

15.8 

15.8 

5.3 

5.3 

5.3 

0.0 

0 10 20 30 40 50

生産･営業用設備の更新

車両の購入

ＯＡ機器の購入

生産･営業用設備の新規導入

ソフトウェアの購入

建物の増改築

建物の新築

土地購入

その他

図表３ 設備投資の主な内容（複数回答）

県全体（n＝158）
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図表５ ボーナスの支給予定
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図表６ １人当たりのボーナス平均支給額

増やす 同程度 減らす 未定

１人当たりの月平均給与

単位 県内全体 湖東

円 262,441 282,071

ボーナス支給月数 カ月 1.57 1.50

円 412,934 421,756
前年対比(％) 0.8

平均年齢 歳 43.33

平均勤続年数 年

１人当たりの
ボーナス平均支給額

図表７　ボーナス支給予定額

【分析方法】
・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・過剰・上昇）の回答割合」から「マイナスの選択
肢（悪い・減少・不足）の回答割合」を引いた指数。  ・各項目の水準や方向性を示す。

ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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図表４ 賃上げの実施状況（予定を含む）

賃上げをする

（定期昇給、ベースアップの両方）

賃上げをする

（定期昇給のみ）

据え置きにする 賃下げをする 未定 年俸制などの賃金制度のため、

一律の対応は行わない

その他
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青年部伝言板 ■ ７月度プラスワン例会「彦根YEG役立ち講座」 7月14日（木） 於：当所４階 Ａホール ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。
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女性会会員事業所紹介・PRコーナー「あのね～」

　「メガネ」をお作りになりませんか？
　お客様にとってベストな一本をご提案いたします。
　メガネのハヤミでは、「医療器具としてのメガネ」「ファッションとしての
メガネ」、この両方でご満足いただけるよう、カウンセリングから視力測
定・フレームやレンズ選び、掛け具合の調整など、それぞれの過程を大
切にしています。単に「メガネを売る」のではなく、「メガネをお作りする」
という気持ちで取り組んでおります。
　眼は人によって様 で々す。ご不便を感じておられる状況も異なります。
そこで当店ではお客様との会話を大切にしています。会話を重ねながら
お客様の視生活を想像し、最適なものをご提案しています。時には時間

を掛けてお話しすることでお客様の
本音が聞けることもあります。
　メガネをお渡しする際の「よく見え
る」「とても楽になった」「よく似合うフ
レームが見つかった」というお客様の
笑顔と喜びの声が私にとって嬉しい
瞬間です。

　去る６月１日、和歌山県
橋本市にて近畿商工会議
所女性会連合会橋本大会
が開催され、当所女性会
から４名が参加しました。
　近畿地区の５４女性会
から総勢３５０名が出席し
た総会では、熊本地震への見舞金として、熊本県・大分県の県商女連
へ各３０万円を送金したことが報告され、全ての議案が承認されました。
連合会の名称変更の議案の承認により、これまでの「近畿商工会議所
女性会連合会」から「関西商工会議所女性会連合会（略称：関西女
連）」へと変更されました。最後に次回開催地の敦賀商工会議所女性
会が踊りを披露して平成２９年５月開催の敦賀大会をＰＲされました。
　総会後のアトラクションでは、和歌山県橋本市出身歌手のウインズ寺
阪さんのミニライブが行われ、地元への愛情あふれる歌とトークで盛り
上がりました。
　懇親会では、近大マグロの解体ショーや真田幸村公ゆかりの紀州九
度山鉄砲隊のサプライズ演出等、心のこもったおもてなしがあり、和や
かに親睦を深めました。

■ 8月8日（月）彦根ばやし総おどり大会 ■ 8月10日（水）納涼の集い（グランドデュークホテル）INFORMATION

近商女連 橋本大会に参加
～連合会名称が「関西商工会議所女性会連合会」に変更～

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.90％（母子家庭、父子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は年1.50％
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または
世帯年収200万円（所得122万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成28年6月15日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201
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テクノシミズ　　　　　　清水 暢彦

ＪＯＹ  　　　 　　　　　尾本 和也

　初めまして、今年の４月より青年部に入会させて頂
きましたテクノシミズの清水暢彦です。
　業務内容は、空調設備工事・電気設備工事・家電製
品販売を行っております。エアコン工事やテレビアン
テナ工事などをはじめとする個人様宅向け工事、ま
た、店舗・事業所様向け工事にも幅広く対応しており
ます。
　スピーディーな対応はもちろん、安全にしっかりと
施工をおこない人と人とのつながりを大切に、お客様
のご要望にお応えできるよう日々努力しておりますの
で、お気軽にお問い合わせください。

　　初めまして、ＪＯＹの尾本と申します。
　ＪＯＹでは、疲れ切った身体のリフレッシュだけ
ではなく、日常の慢性的な痛みからスポーツ障害ま
で幅広く対応する治療院となっております。
　鍼灸と聞くと「痛い」「熱い」「怖い」と連想される
方も多くおられますが、正直に言いましょう。痛い
し熱いです。と言っても、これは受けた方にしかわ
からない感覚になりますが、多分皆さまが想像して

おられるような
痛みや熱さでは
なく、もっと心
地良い感覚だと
思います。
　身体にお悩み
のある方や鍼灸
に興味のある方
は、ぜひ一度ご
来店して体感し
てくださいね。

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.30％
平成28年6月15日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

まいどおおきに 青年部事業所紹介

●今月から連載開始！企画・広報、研修、親睦の３委員会から順番に１名ずつご紹介します。

あのね～ 女性会事業所紹介

 ㈱メガネのハヤミ  　　　　　　　　　速水 千秋

ぜひご参加ください！

子どもたちに模擬株式会社を設立し、計画、仕入れ、製造、販
売、決算までの一連の商売体験を通して、商売の面白さやきび
しさを学んでもらうとともに、自ら考え実践する事で喜びや、
達成感を得て、将来の夢や希望を持ってもらう為の事業です。

●第1回セミナー  H28・9/11（日）

●合宿セミナー
　 　 H28・10/8（土）～10/9（日）

●直前セミナー    H28・11/6（日）

●実践販売　　H28・11/20（日）

●募集期間　H28・7/21（木）～7/31（日）

●目　的
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●

10：30～11：00  彦根城本丸（天守前）
13：30～14：00／15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

7月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

「付加価値額」または「一人
あたり付加価値額」の伸び率

9％以上
12％以上
15％以上 

3％以上
4％以上
5％以上

3年計画の場合
4年計画の場合
5年計画の場合

「経常利益」の伸び率 　彦根市では認知症という病気をもつ方やそのご家族、医療
福祉の専門職や地域の方、認知症に関心のある方などが、その
立場を超えて集まり、交流を持ち、語らえる場所、必要に応じ
て相談できる場所として、認知症カフェの設置をすすめてい
ます。カフェの開設・運営にあたっては、市からの補助制度が
あります。詳しくはお問い合わせください。

はじめませんか
認知症カフェ

お問合わせ　彦根市医療福祉推進課  TEL.24-0828
http://www.city.hikone.shiga.jp/

区分 補助基準額 補助対象経費 補助率
設備整備費 10/10 

10/10 運営費

150,000円

カフェの開設1回当たり
32,000円。ただし1月当た
り64,000円を上限とする。

カフェの開設に必要な備
品購入費等
報償費、旅費、需用費、役
務費、使用料および賃借
料等

◆提案説明会で補助対象者を2事業者選定します。

◆補助対象者：医療法人、社会福祉法人、公益財団法人、特定非営利活動法人、株
式会社その他の法人ならびにボランティア団体および喫茶店、飲食店等の事業
を営む者
◆場所：市内で営業する喫茶店・飲食店等
◆開設頻度：月1回以上、1回の開設時間は2時間以上とすること
◆カフェの開設：平成28年10月から開設できること
◆スタッフの配置：相談対応できる医療介護専門職を1名以上配置すること
◆地域とのつながり：カフェの運営に関して市民ボランティアの積極的な参加
を促進すること
◆開設・運営に必要な経費

　「中小企業新事業活動促進法」は、中小企業等の新たな事業活動を総
合的に促進するため、「中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時
措置法」および「新事業創出促進法」において規定していた支援措置を
「中小企業経営革新支援法」に整理統合したものです。
　中小企業や組合などが、所定の様式により「経営革新計画」を作成し、
この計画について法に基づく知事の承認を受けますと、計画期間中、金
融・補助金・特許料の減免など幅広い支援措置を利用することが可能と
なります。

■ 承認を受けるには
原則として、全業種の中小企業、そのグループ、組合等が申請できます。 　申請
者の作成する経営計画が、「新事業活動を行うことにより相当程度の経営の
向上を図る」内容であることが承認の要件となります。
■ 「新事業活動」とは
次のいずれかに当てはまる事業活動をいいます。 
・ 新商品の開発または生産 
・ 新役務の開発または提供 
・ 商品の新たな生産または販売の方式の導入 
・ 役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動
■ 「相当程度の経営の向上」とは
次の2つの指標が、3～5年の計画で、それぞれ向上することをいいます。
（1）「付加価値額」または「一人あたりの付加価値額」の伸び率
（2）「経常利益」の伸び率
各計画期間終了時における経営指標の目標伸び率は、次の通りです。

中小企業新事業活動促進法（旧経営革新法）に
基づく経営革新計画の承認について

■ 支援措置
中小企業新事業活動促進法により承認された「経営革新計画」を実施する中
小企業・組合の方には、次のような支援措置が用意されています。　ただし、
それぞれの支援措置の利用にあたっては、計画の承認を受けた後、各機関
の審査を別途受けることとなりますので、経営革新計画の承認が、希望す
る支援措置を受けられることを保証するものではありません。
【主な支援策】
（1）滋賀県市場化ステージ支援事業補助金　（2）政府系金融機関による低
利融資制度　（3）滋賀県の低利融資制度　（4）特許関係料金減免制度　
（5）中小企業信用保険法の特例 （信用保証の別枠設定）　（6）中小企業投資
育成株式会社法の特例
■ 承認手続き
彦根商工会議所（経営革新等認定支援機関）にて、申請書の作成支援をおこ
なっておりますので、ご活用ください。金融機関での資金調達をお考えの
場合は、事前に各金融機関と協議しておかれることをお勧めします。
■ 問合わせ先
　当所中小企業相談所 　　　　 TEL.0749-22-4551
　滋賀県商工観光労働部中小企業支援課活性化推進係
　　　　　　　　　　　　　　  TEL.077-528-3733

■対象者
地域資源を活用して新商品・サービスの開発に取り組む中小企業者
■助成対象
①地域資源を活用した新たな商品・サービスの開発を図る事業のうち、企画
検討や試作開発などの取り組み（助成率：原則2分の1、上限：300万円／年、
助成期間：最長3年）
②ファンド事業を受けて開発された新商品・新サービスに係わる販路の開
拓を図る事業（助成率：原則2分の１、上限：200万円／年、助成期間：最長１年）
③上記の取り組みを支援する事業（助成額：上限100万円、助成率：2分の１、
助成期間：最長1年）
※ただし、上記①②については、県が指定する地域産業資源を活用し、かつ
県が指定する地域に合致する場合は、審査委員会で助成率3分の2を認める
場合があります。
■助成対象経費
当該助成事業を適切に実施するために必要な経費であって、主に次に掲げる
ものとします。
①講師など外部専門家・協力者等の謝金および旅費
②研修費、会場費、印刷製本費、資料購入費、通信運搬費、通訳料、筆耕翻訳料、
借損料
③調査、デザイン、技術コンサルタント、設計、外注加工、実験・分析、試作品
の開発等を委託する経費（ただし、助成事業の中核をなす部分等は委託でき
ません。）
④原材料費、試作用の機械装置または工具器具等購入費、試作品製作費（試
作品の開発や実験等に必要なものに限ります。）
⑤パンフレット・ホームページ等の作成費、広告宣伝費（ただし、ホームペー
ジの作成費、広告宣伝費は販路開拓事業に限ります。）
■公募締切　平成28年7月22日（金）（15時必着）
■本件窓口　（公財）滋賀県産業支援プラザ  TEL.077-511-1412

しが新事業応援ファンド

申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員が
ご相談に応じます。お気軽にお問合わせください。

補助金情報
彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551

7 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
テーマ展「千変万化 美
しき水の意匠」
▶開催中～7／26（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
水は、人間にとって最も身近で大切な
存在として、古来、さまざまな物に表現
されてきました。本展では、水を巧みに
意匠化した絵画や能装束、茶道具など
の美術工芸品を展示します。その変化
に富んだ魅力をお楽しみください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶７／９(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

mamalabo（ママラボ）
～ワークショップ
　フェスタ～
▶７／10（日）10：00～14：00
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
ママたちが開くワークショップ＆ハンド
メイドの体験型イベント。手作りアクセ
サリー等の販売ブースもたくさんあり
ます。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

しまじろうコンサート
「たいようのしまの
　　　　カーニバル」
▶７／12（火）
　1回目 開場 13：00 開演 13：30
　2回目 開場 15：40 開演 16：10
▶ひこね市文化プラザ
　グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　ひこね市文化プラザ特別前売価格
　2,280円
※3歳以上有料。3歳未満は保護者1名に
　つきお子さま1名までひざ上無料。
　お席が必要な場合は有料。

　
「楽しいお祭りとドキドキの冒険へ出発！」
「たいようのしま」のお祭りへとやってき
たしまじろうたち。ところが、お祭りに欠
かせない大切な宝物がなくなっちゃっ
た！宝物を探しにジャングルへと足を踏
み入れたしまじろうたちを待ち受けてい
るものとは？歌や踊りいっぱいのお祭
りと、ドキドキの冒険に参加して、会場
みんなで盛り上がろう！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

ひこねで朝市
▶7／１7（日）８：００～１２：００ 
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

親子で楽しい♪
おやつ時間
▶７／25（月）
　午前の部 １０：３０～１２：４５
　午後の部 １４：３０～１６：１５
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費（税込・親子）
　1組2名1,000円、1組3名1,500円
▶定員：各回12名（応募多数の場合
　抽選）※小学生以上のお子様対象
▶申込締切 ７／ 11（月）
MENU ・カラフルカップケーキ・ひつ
じマフィン・飲み物
※カップケーキはお持ち帰りいただきます

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

テーマ展
「兜 その形と美」
～星兜から変わり兜まで～
▶7／29（金）～8／30（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
兜は、甲冑の中でも頭部を守る重要な
防具です。その形は、戦闘形態の違い
にともなって変化し、時には自己を主張
するために華美な装飾を施すこともあ
りました。兜に求められた機能性や装
飾性を、館蔵品を通して見ていきます。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ブリヂストン
サマーフェスティバル
▶７／30（土）17：30～
▶ブリヂストン体育館前広場
ブリヂストンの毎年恒例の夏祭り！
工場従業員による食べ物屋台、子供か
ら大人まで３世代で楽しめる出し物、
豪華景品が当たるお楽しみラッキー抽
選会が開催されます。

㈱ブリヂストン彦根工場
TEL.22-8111

第32回 翠香流
慶山七夕まつり
▶7／30（土） 15：00～19：00
▶翠香流会館ギャラリー（本町２-２-１３）
▶料金 チケット1枚 1,500円
井伊家初代直政公は七月の不思議出
生月に報いるべく慶山を創建、慶山の
順慶も出生月を徳として旧暦八月七日
を夏まつりとしました。これに由来して
七夕まつりを開催いたします。

翠香流ギャラリー TEL.24-3077

彦根市立図書館創設100周年記念事業
プレミアム講演会
「彦根で育った詩人 高祖
保～その生涯と作品～」
▶８／７（日）13：00～
▶講師：外村彰氏
　　　  （国立呉工業高等専門学校 教授）
▶彦根市立図書館　▶料金 無料
▶定員50名（申込先着順）
　※申込受付 7/8（火）～
明治43年に生まれた彦根市出身の詩
人で、彦根尋常高等中学校（現彦根東
高校）で学び、高村光太郎や堀口大学
など著名な詩人と交流し、『椎の木』
『雪』『文藝汎論』などに特集を数多く
投稿しています。戦時中34歳の若さで
永眠されました。

彦根市立図書館 TEL.22-0649

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶8／21（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1６回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。
★ご出店者さま募集！
出店料：無料、募集区画：15区画
申込締切 ８／７（日）

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

チケット
発売中！

掲載情報をご連絡ください。
会員の企業イベントも掲載いた
します。

こう　そ

たもつ



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年8月15日まで 有効期限2016年8月15日まで 有効期限2016年8月15日まで

有効期限2016年8月15日まで 有効期限2016年8月15日まで 有効期限2016年8月15日まで

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

近江牛をリーズナブルにたっぷりと味わえる
メニューを取りそろえ、2015年5月にオープ
ンしました。ランチの定番メニューの近江牛
ステーキ丼は近江牛のボリュームたっぷり。
それでも物足りない方には「肉肉肉盛り」で更
に近江牛が堪能できるメニューもご用意。
広々とした店内は座敷を完備しているので、
ゆったりご宴会を楽しめます。座敷は限りが
ありますのでまずはご予約がお奨めです。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

予約不要 “湖東エリア限定” コミュニティーサイクル

＊価格は全て税込です

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

めぐりんこ ご利用者
ドリンク100円引き

dot five cafe にて 

質入れしていただいた方に洋ローソクプレゼント

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

MAP

MAP

創業文化六年

彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日　火曜日

お中元期間限定！
8月31日まで 配送一ヵ所
あたり5,400円以上 送料
無料キャンペーン中！

●若あゆ・水羊羹・
　　　埋れ木詰合せ　3,164円～
●友禅流し・埋れ木詰合せ  2,872円～
●友禅流し （小）864円、（大）1,296円
●若あゆ5個入り  1,026円～

 ※いずれの商品も税込、送料別 

お買い物
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

若あゆ

友禅流し（大）

お一人様、１会計につき１枚のみ有効

「シューアイス」プレゼント
※シュー皮がなくなった場合は
　彦根コロンプレゼント

スリールパティシエオガワ

彦根市後三条町265-1
TEL.0749-24-2422
営業時間 10：00～19：00 
定休日  火曜日

桃の季節がやって来ました!! 
バニラムースの上に丸ごとの桃
が。中にはカスタードクリームが
たっぷりのスイーツです。
「ピーチ姫」 540円

「王様のメロン」 １個 2,160円
「彦根コロン」 各種194円
「スリールのなめらかプリン」 248円 
夏ぴったりの「オレンジジュレ」356円

ソフトドリンク
１杯無料
※１枚で１グループまで可

【ランチメニュー】
・近江牛ステーキ丼（100ｇ～）　1,922円～
・近江牛ローストビーフ丼（100ｇ～）　1,706円～
・近江牛カルビ丼（100ｇ～）　1,598円～　etc

【コースメニュー】
・二九食やの近江牛コース　3,500円～
・近江牛すき焼き鍋コース　4,000円
・近江牛ちりとり鍋コース　4,000円
※コースは２名様からで、前日までに要予約

彦根市戸賀町120-4／tel.0749-21-2988
営業時間 11：00～15：00／
　　　　 17：00～22：00（LO20：30）
 水曜日定休 駐車場 有（第２Pも有）

 

 

 

 
520-3004 232  
 077-558-4040 FAX 077-558-3887 E-mail info@jiii-shiga.jp 

 

滋賀県彦根市中央町 7 - 4 0  . 5 b l d g


	fueki28_h01_h04
	fueki28_h02_p05
	fueki28_p06_p09
	fueki28_p10_p19
	fueki28_p20_h03

